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　車窓からの景色は、どこまでも田んぼが広がっていた。

　遠くそびえる山は、八月という夏の季節らしく青々としている。

　そんなのどかな風景の中、単線の線路を走るのは、たった二両の小さな電車。

　やがて、今にも崩れそうな古い駅で降りた私は、スーツケースを地面に置いて「ウーン」と伸びをした。

　ここは、私──春日かすがあやめが産まれ育った町である。

　故郷を一言で表すなら『ド田舎』だ。村と言っても遜色ないほど町の人口は少なく、唯一の駅はここ。修繕するつもりがまったくなさそうな古くて小さな駅舎は、五年前と変わらない姿で私を出迎えた。

「ひさしぶり、かな」

　正直、もっと感慨深い気持ちに浸れるかと思っていたが、そうでもないらしい。

　我ながら薄情な話だと思いつつ、ごろごろとキャリーケースのタイヤを転がしながら、のんびり歩き出した。

　町の様子は、五年前とまったく変わっていない。あまりに変化がなさすぎて拍子抜けするくらいだ。

「あっ、あのお店、まだやってるんだ。息長いな～」

　決して客入りがよさそうとは言えない古い喫茶店を横目に、私は呟く。

　駅前にある商店街。入り口にあるさび付いた看板も五年前のままだ。ここまで寂れた商店街だと、見た目を新調する気にもならないのだろう。

　いっそ都会のほうがめまぐるしく変化しているかもしれない。店の入れ替わりとか、本当にせわしないもの。

「ま、さすがに人は変わってると思うけど」

　頭に思い描くのは、農業を営む両親だ。五年間、一度も顔は見なかったけど、時々電話で連絡は取り合っている。

　たった五年だが、母親の声色は年を追うごとに老いを感じさせていた。実際に顔を合わせたら、もっと実感しそうだ。

　私は五年前──、専門学校を卒業したあと、運よく東京での就職が決まって上京した。

　以来、一度も実家に帰っていない。

　別に両親と不仲とか、そういう深刻な事情ではなく、単に帰るタイミングを失っていたのだ。

　お母さんが電話口で寂しがっていたから、たまには顔を出そうかなとは考えていた。でも、仕事がとにかく忙しかったのだ。

　私は東京の広告代理店で、企画営業として働いている。とにかく朝な夕なと働いており、多忙な時期は休日返上も辞さないほどだ。

　就職して二年は、とにかく仕事を覚えるのに必死だった。

　それからの三年間は、仕事にやりがいを感じて毎日が楽しかった。

　つまり私は、完全に仕事人間と化していて、プライベートは二の次になっていた。

　今年に入ってやっと『そういえば、一度も帰省してないな』と思い出した始末。

　新人教育も落ち着いてきて、ある程度後輩に仕事をまかせられるようにもなった。だから私はようやく、休日を利用して実家に帰っているわけである。

　しかし、こんなにも町の雰囲気が変わっていないとは。

　ホッとしたような、面白みがないような。

　正直なところ、もう少し変化があってもよさそうなものだ……って、そうだ！

「あそこはまだ残っているのかな？」

　私は実家に帰る道からずれて歩く。

　町中にある山のふもとには広大な森があって、その中に小さな神社があったのだ。

　私が東京に行くまでの間、毎日欠かさず散歩をしていた場所である。

　居心地のよい、穏やかで優しい空間。

　あの頃を思い出ながら神社に近づく。だが──。

「ええっ」

　思わず驚愕してしまった。

　なぜなら、そこだけは私の記憶と違って、見るも無残な荒れ放題になっていたからだ。

「うわ……これは酷いなあ」

　以前は誰かが管理をしていたのだろう。境内は綺麗に掃き清められていたし、雑草もほとんどなかった。

　しかし今は足の踏み場がないほど草がぼうぼうに生えて、周りの木々は縦横無尽に枝を伸ばし、油断すると髪や腕にひっかかりそうになってしまう。

　肝心のお堂も、すっかり朽ち果てていた。

　神様ではなく、幽霊が出てきそうだ。この暑い時期、きもだめしでもしたら、さぞかし盛り上がりそうである。怖がりな私としては、あまり夜には来たくない雰囲気だ。

　ミーンミーンと、うるさく鳴き続けるセミの声を聞きながら、お堂の手前にあるキツネの像にそっと触れる。

　管理者が亡くなったのかな。この町は若者が少ないから、後継者がいなかったのかもしれない。

　この町はド田舎で、娯楽も仕事の種類も少ないから、働き盛りの若者のほとんどは町を出て行くのだ。私のように。

　まあ、せっかく帰ってきたんだし、お堂の前くらいは綺麗にしておこうか。やらないよりはマシだよね。

　確か境内の裏には掃除用具入れがあったはず。昔の記憶を頼りに歩けば、さびついたロッカーがあった。

　熊手とスコップを使って、境内にある鬱蒼とした雑草を取り除いていく。

　……昔の私は何がきっかけで、この神社に通い始めたか、実はあまり憶えていない。

　気まぐれだった気もするし、ダイエットに挑戦して走っていた矢先に見つけたのかもしれない。

　ただ、私は毎朝この神社にお参りして、お祈りをしていた。

　誰に言われたわけではないので、なんとなく習慣化していたのかもしれない。だから、上京する時は少し寂しさを抱いたのも覚えている。

　──ああ、東京に行ったら、もうここには通えないんだなって。

「こんなものかな」

　さすがに境内の雑草を全て抜くのは無理だけど、せめて石畳のある参道くらいは綺麗にしておきたいよね。

　抜いた雑草をまとめて、端に捨てる。

　石畳の上を軽く竹箒で掃いて、ようやく一息ついた。

「さて、と」

　財布から五円玉を取り出し、ポイッと賽銭箱に投げる。

　コツン、と。明らかに賽銭箱の中はカラであろう音がした。

　二礼二拍一礼。

　頭の中で願うのは……。う～ん、どうしよう？

「願うより、ただいま、かな？」

　口に出したらしっくりきた。うん、私はお願い事を言うより挨拶がしたかったのだろう。

「ずいぶん帰るのが遅くなって、ごめんね。忙しかったのもあるけど、こんなに荒れてるなんて知らなかったよ」

　困ったものね、と、朽ち果てたお堂に向かって笑った。

「まあ、また帰省する日が来たらお邪魔するから、その時まで──」

「──まったくだ。どれだけ我を待たせたと思っている。この薄情者が」

　へっ？

　唐突にうしろから男性の声がして、慌てて振り向く。

　だが、そこには誰もいなかった。

　みーんみーん。しょわしょわしょわ……。

　うだるような暑さの中、たくさんのセミが鳴いている。

　空耳だろうか。空耳だな。うん、空耳としか思えない。

「よし、帰ろう」

「待たんか！　我を無視して去ろうなど、よくできるものだな」

　再び男性の声がした。でも、あたりをきょろきょろ見回しても、誰もいない。

　ヤダ……もしかして、幽霊？

「ははっ、そんなわけないし。幽霊なんていないし。おばけなんていないさ、嘘さ」

　私は正直、怖がりである。ホラー映画はもちろんのこと、夜道を歩くのも怖い。夜中にトイレに行く時は、すべての電気をつけてからじゃないとベッドから出られない。

「気のせい気のせい！　これは気のせい！」

「ええい、こっちを見るのだ」

「ないない、絶対ない。これはその、あれよ、あれ。セミの声！」

　頭のどこかで「そんな鳴き声するセミなんているわけない」と思う自分がいるのだが、全部セミのせいにしてここから逃げたい。

　すると、苛立ったような怒鳴り声がした。

「あやめ！」

　突然名前を呼ばれて、びくっと体が震える。声はあからさまなため息をつき、次は静かな声色で話しかけてきた。

「足元を見るのだ」

　言われるままに、下を向く。するとそこには──。

「キツネ？」

　首を傾げる。私の足元に、なぜかキツネが一匹、ちょこんと鎮座していた。

「少しは落ち着いたか？　我はずっとあやめを待っていたのだぞ」

　キツネが喋っている……。

　幻聴かな？　幻聴だろう。だって今日の私は徹夜明け。午前五時までみっちり仕事して、そのまま始発に乗り込んで帰省したのだ。

「疲れていたのね。電車でいっぱい寝たけど、まあ熟睡とはいかないものね」

　幻聴なんて久しぶりだ。新人時代はよく無理をしていたから、時々聞こえていたけれど。

「ええい、いい加減現実を見るのだ。我はこの神社に祀られた氏神に仕えし、神しん使しなのだぞ」

「し、神使？」

　キツネが何か言っているが、私は少しも理解できない。だって現実に理解が追いつかないのだ。

　私だけが特別頭の回転が悪いわけではなく、誰だって、キツネが言葉を話したらこうなると思う。

　キツネはグヌヌと怒った顔をした。よっつある尻尾がせわしなく動いている。

　……ん。よっつ？

　キツネって、尻尾がよっつもあったかな……。

　私が考え込んでいると、キツネは再び呆れたようなため息をついた。

「わかった。この姿だといつまで経っても話が進まないのだな。それならばこうするだけだ」

　キツネの尻尾がきらきら光った途端、ぽわんと白い煙が発生する。

「わっ！」

　思わず顔を腕で隠してしまったあと、おそるおそる、目を開いた。

　すると、目の前には、びっくりするほど整った相貌を持つ男性がムスッとした表情で立っていた。

　しばらく言葉を失って、私はその男性を見上げてしまう。

　吊り目で、お顔が整った綺麗な男性。たっぷりした白金色の髪は腰まであって、黒の着物に銀ねず色の羽織をスマートに着こなしている。

　特徴的な部分といえば、キツネのような耳だ。そして彼の後ろには、大きなよっつの尻尾がゆらゆら揺れている。

「これで信じたか。我が名は『氷ひ雨さめ』。今は亡き氏神に仕えていた、神使だ」

　不機嫌そうに言ってから、氷雨は少し皮肉げに唇の端を上げる。

「いや、神使であったという言い方が正しいのだろう。この社にはもう、我が仕えた神はいない。今はただの仙狐。……化け狐、というやつよ」

「はあ……」

　私はぼんやり彼を見上げながら、生返事をするだけだ。

　化け狐。なるほど、だから耳や尻尾があるんだ。新手のコスプレと思いたいところだが、そうはいかない。だって私は、実際に狐が人間になる瞬間を見てしまったのだから。

　ゆっくりと、現実を理解していく。

　そうしてやっと現状を呑み込んだ私が口から零した言葉は。

「世の中って広いなあ……」

　それに、尽きた。世界は私が想像していたよりもずっと摩訶不思議に満ちているらしい。

「こら、何を呆けた顔をしている。我の言葉を聞け」

「へっ？　はい」

　怒った声で言われて、私は慌てて姿勢を正す。

「よいか、あやめ。我は怒っているのだ」

「はい。なんだか全身から怒りオーラを発しているのでなんとなくわかります」

「そもそもは十二年前。仕える神はとうに消え、朽ち果てるしかなかった我のところに、そなたが毎日来てくれたのが始まりだ。おぬしが十三の頃であったな」

　そう言われて、やっと私は思い出した。

　中学校に入学して少し経ったころ、朝練のジョギング中に、この古い神社を見つけたのだった。

「我は嬉しかった。たったひとりでもこの社に来てくれる。そなたが参りやすいよう、我は毎日清掃に励んだものよ」

「あ！　神社がやけに綺麗だったのは、あなたが掃除してたからなのね」

　元から管理人なんていなかった。ずっと小綺麗な神社だと思っていたのは、氷雨の努力によるものだったのだ。

「だが、五年前。そなたはこの町を去った。しばらくしたら帰ってくる……などと言っておいて、ずっと、帰ってくることはなかった」

　氷雨の声がだんだんと低くなっていく。これは相当怒っている。

「聞いておるのか、あやめ」

「あ、ハイ。なんというかごめんなさい……」

　これは謝る空気かなと思って、謝罪を口にしてみる。けれど、私の言い分もわかってほしい。仕事が忙しかったし、ずっと帰るどころではなかったのだ。まさか帰省して化け狐に怒られるとは思わなかったけど、私もこの五年間は必死だったということである。

　すると氷雨は不満こそ残しているものの、ようやく少し気が済んだような顔をした。

「反省しているのなら、まあ、これ以上咎めはしない。だが、我はもう我慢の限界である」

「が、我慢、とは？」

「あやめを待つのはこれ以上ないほどに、辛く悲しかったのだぞ。もう忍耐はできぬ。ゆえに我は決めた。──もう待たない、と」

「え……ひえっ!?」

　ゆらりと腕を上げたかと思えば、私の腰をぐっと引き寄せる。

　突然の展開に目を白黒させる私に、氷雨は至近距離で呟いた。

「我は、そなたを妻にすることにした」

「は、い……？」

　何を言っているんだこの男。

　ツマってどういうことだ。ツマとは、刺身についてる大根の細いやつ。って違う違う。私の聞き間違いでなければ、彼は『妻』と言った。つまり嫁というか、奥さんという意味なのだろう。外国風に言うのならワイフだ。

「これは決定事項である。そなたの答えは『是』しか認めぬ。──それではさっそく、夫婦の儀を行おう」

　メオトのギ。なんじゃそりゃ、と思った瞬間、私は目を見開かせる。

　唇に、柔らかい感触。

　ふわりと香るのはなんだろう。馥郁とした梅の匂いがした。

　目の前は氷雨の顔で覆い尽くされて、乾いた私の唇を、その唇で食んでいる。

　これは、キスですね。

　頭の中で、冷静な私が実況するけど、それどころではない。

「んーっ!?　むーっ!?」

　思わず氷雨の胸を押した。でも、彼の腕の力は存外強くて、びくともしない。

　それにしても、なんて優しいキスだろう。まるで私を労るみたいな、甘いキス。触れあうだけという唇の交わりは、私に例えようもない心地よさを与えた。

　……ヤバイ。私、キスなんて久しぶりすぎて……やり方忘れたかも……。あと気持ちいい。こんなのダメだと思うのに、どうしてか、胸を押す以外の拒否ができない。

「は、ぁ……っ」

　じりじり、じりじり。

　真夏の森の中、耳に届くのはセミの合唱。

　頭の中はぐちゃぐちゃで。

　……自分の身に一体何が起こっているのか、まったく理解できない。

　どうして私、こんなところで……見知らぬ男と、キス……してるんだろう。

「ここで契りを交わすのは、さすがに無粋か」

　ふわ、と氷雨の指が宙を掻いた。絶え間ないキスの最中、その仕草を私が不思議に思った瞬間──。

　サッと、視界が白くなった。

「え……!?」

　驚く私を安心させるように、氷雨がぎゅっと抱きしめる。

　そして、白い世界が溶けたあと、私は驚きに目を丸くした。

　だって目の前に広がる景色は、先ほどまでいた神社とまったく違っていたからだ。

「こ、ここ、どこ!?」

　氷雨に腰を抱かれたまま、私はあたりを見渡した。

　赤い絨毯。大きいダブルベッド。ピンク色の板で目張りされた窓。茶色いソファと、液晶テレビ……そして、趣味の悪い紫色の間接照明。

　なんだここ。まるでラブホテルの室内だ。……ていうか、見覚えがあるんだけど……えっと、確か……。

「ここは我が作り出した空間だ。滞りなく契りを交わすため、あやめが過去に最も性的興奮を覚えた場所を再現してみた」

「つ、作り出した空間!?　性的興奮って……あ～っ！　ここは！」

　性的興奮という小難しい言葉を聞いてようやく思い出す。

　ここは、この田舎町の国道沿いにあるラブホテルの一室だ。築何十年なのだと真剣に問い質したいほど古めかしい外観で、ホテルの名前も『ＫＯＩ♡ココナッツ』というセンスのひとかけらも感じられないものである。とりあえずココナッツはどこから来たんだと、この名前を考えた人を問い詰めたいほどだ。

　そう、以前私は、このホテルで男性と致したことがある。専門学校の同期生で、つきあったばかりの彼氏だった。

　この人に、私の大切な純潔をささげるの……なんて、今から思うとなんとも痛々しい。私も当時は十九歳、若者らしくピュアなことを考えていたのだ。まあ、ぶっちゃけると、ここは私が処女を散らした場所なのである。

　しかし、永遠に続くと思っていた恋は、わりとアッサリ終わりを告げた。

　私と彼氏は、やりたい事や目指すところが違っていたのである。彼氏はこの田舎町で、親のコネで税理士事務所に就職し、私は広告業に携わりたくて上京した。

　私たちの関係は、はっきり言えば自然消滅したのである。

　結局、私も彼氏も、お互いのことは二の次だったのだ。やりたいことを優先した……それだけの話。

　風のたよりで、元彼は現在結婚し、子供もいて、幸せいっぱいということを聞いた。

　だが、それに比べて私は……。

　思わず、ダブルベッドに突っ伏してズドーンと落ち込んでしまう。

「あやめ……どうした？」

　私の様子に疑問を感じたのか、氷雨が心配そうに声をかける。

「どうしたもこうしたも、自分の現状を思い出して絶賛凹み中なのよ……」

　ベッドにのの字を書きながら答えて、はぁとため息をついた。

　元彼に未練は一切ない。すでに一過性の感情だったのだと理解している。なにより、セックスにいろいろ興味も持っていた年頃なのだ。元彼もそうだっただろうし、まあ若いだけに、それなりに盛っていた。

　辛いのは、若さゆえのあやまち的なことをしたのはお互い様なのに、向こうはちゃんと嫁さんをもらって子供もこさえて幸せパパさんになってることなのだ。

　正直に言わせてもらうと、私は、元彼がつくづく羨ましかった。

　彼に比べて私なんかずっと仕事三昧。恋人は仕事です！　なんて虚しいことさえ言ってしまうほどのワーカーホリック。……プライベートなんてポーイっと投げ捨てていた。

　私はあの元彼以来、五年間、まったく男の気配がなかった。会社でちょっといいなって思うような男は何人かいたけれど、私が仕事にかまけている間にいつの間にか売却済の札が貼られていた。いい男というのはすぐにいい人を見つけて身を固めてしまうのだ。

　──何度か、男性に誘われたことはある。口説かれた思い出もある。

　でも、明らかにノリが軽い、遊びっぽいのは嫌だった。そんな風に男を見定めて日々を過ごしていたら、いつのまにか五年、男日照りなのである。そのうち恋愛そのものが面倒に感じてしまい、プライベートはすっかり干物女である。今更婚活をする気にもならない。

　だが、いざ思い出の場所を目の前にすると、虚しくなってしまう……。

　あの頃は本当にピュアだったなあ。早めに結婚して幸せになるんだあ～なんて思っていたのに、現実はこの体たらく……。

「はあ……」

「あやめ、差し支えなければ、なぜそんなにも落ち込んでいるのか教えてくれないか」

　ひとりで落ち込んでいたら、氷雨が尋ねてきた。

　別に隠すようなことではないから、いいか。というか、いろいろ不思議な出来事が起こりすぎてもはやどうでもよくなっている……。

「ここが、私がもっとも性的興奮を覚えた場所って言われて凹んだのよ。スッパリ吹っ切ったと思っていたのに、つまり心の深層では未練がましく初体験の記憶があったってことだからね。つまりそれほど私は、男と縁がなかったってことだから」

　こんな場末のラブホテルで処女を散らした思い出しか残ってないなんて悲しい……。

　私がいじけていると、氷雨は納得したように「なるほど」と頷いた。

「それは申し訳ないことをした。ここはあやめにとって、苦い思い出のある場所なのだな」

　氷雨が再び腕を振った。さらりと銀ねず色の羽織袖が揺れた途端、再び視界がまっしろに染まる。

　そして次に広がった景色は……想像もしていなかった場所だった。

　ざざん、ざぷんと、優しい波の音。

　ここは丸太で組み立てられた部屋で、大きくバルコニーが開いている。外にあるのはマリンブルーに染まった海で、なぜか夜だった。空を見上げたら、満天の星空の中、美しく弧を描いた三日月が柔らかく海を照らしている。

　まるで南国のリゾートホテルみたいだ。ダブルベッドには色とりどりの花びらがちらばっていて、サイドボードには高級そうなワインの瓶が置いてあった。

　こんなところ、来た覚えはない。でも、この場所自体は、どこかで見たような……。

「次は、そなたが今、一番行きたいと思っている場所を読み取ってみたのだ。なかなか雰囲気のよい場所だな」

「私が今、一番行きたい場所……あ、あ～！　ここはっ！」

　ハッと思い出す。ここはタヒチのリゾートホテルだ。最近、昼休憩の時になんとなく読んだ旅行雑誌に、この場所が載っていた。そしてしみじみと「行きたいなあ」と思っていた。

　マジな話で、氷雨は私の記憶から場所を映し出しているんだ。

　こんなこと、人間にできる芸当ではない。それでなくとも氷雨の見た目は普通の人間と大きく違っている。ふわふわの耳と尻尾は明らかに彼が人外ということを意味していた。

「あなたは……本当に化け狐、なんだね」

　信じられないけど、ここまで不思議を見せつけられたら認めるしかない。

　氷雨は、ふ、と金色の目を細めた。

「そうだ。我はな、そなたが初めて社を訪れた時から見ていた。……そなたが来ることを、ずっと、待ち続けていた」

　ゆっくりと近づき、私の頬にそっと触れる。

「そなたが社で参拝するのは、一刻にも満たない僅かな時だった。だが、我にとってその時間はかけがえのないものだった」

「……氷雨」

　悲しみに揺れる金色の瞳を見て、私は戸惑う。

　私は今の今まで、あのうらぶれた神社に氷雨という存在がいたなんて、知らなかった。

　いや、おそらく氷雨は、私を驚かせたくなくて隠れていたのだろう。

　毎日参拝する私を陰から見て、彼は何を思っていたのか。

　そして、私が町から去って、彼の悲しみはどれほどのものだったのか。

　私にはわからない──けれど。

「もう……待たない。我はそなたを娶ると決めた。……待つのは、終わりだ」

　唇が重なる。現実離れした世界で、私はどさりとベッドに押し倒された。

　これから自分がどうなるのか、わからないほど子供じゃない。

　けれども、私を襲おうとしている氷雨の目があまりに寂しそうで、切なさに濡れていて、私はその瞳に釘付けになったみたいに、体が動かなかった。

「五年間、ずっと待ち続けた我の気持ちを、思い知るがいい」

　キスはやがて深いものに変わって、息が継げないほどになる。

　熱い舌がぬたりと口腔に侵入し、私の舌を絡め取って、舌先で触れあった。

「二千年、生きてきたが……。悠久にも似た時の流れよりも、そなたが来なくなった五年間のほうが長く感じた。もうこの町を、社を、……我を、捨てたのだと思って、二度と会えぬのだと、悲しかったのだぞ」

　汗ばんだシャツをまくりあげ、ブラも上に押し上げられる。

　あっ、と思った時には遅かった。

　ふるんとこぼれ落ちる乳房を見て、私の上にのしかかる氷雨が薄く目を細める。

「どれだけ我がそなたを欲していたのかを、その身で知れ」

「あっ、ぁ……っ」

　乳房を両手で掴み上げ、乳首に舌を這わせる。

「い、あ……！」

　途端に甘やかな刺激が全身に行き渡り、私は切なく嬌声を上げる。

　その感覚は──覚えのあるものではあった。決して自慰では満たせない性感。久しく忘れていた官能が体中をかけめぐる。

「はっ、ん、氷雨……っ」

　快感に、ぎゅっと手を握った。

　同意のない愛撫。抵抗は、やろうと思えばできるはずだ。

　氷雨は私を拘束していないし、少し体をよじれば彼から逃げられる。こんな場所で叫んだところで無駄かもしれないが、大声を上げて嫌がることだって可能だ。

　でも、私はどうしてか、できない。

「あやめ……」

　熱い吐息まじりに私の名を呼び、愛撫を続ける氷雨。

　二千年という、私には想像もできない時を生きていた彼が、その生涯よりも私に会えない五年間が長いと言った。

　その言葉が──私の心の重石になる。彼のどうしようもない悲しみや苦しみが伝わってくる。

　同情──なのだろうか。

　ずっと私を待っていたのなら、寂しくさせてごめんねと。

　可哀想だと思ったから、許しているのだろうか。

　いや、それは少し、違う気がした。憐憫に似た感情を抱いているのは確かだけれど。

　今にも泣き出しそうな顔をして、私に触れる氷雨。

　その手つきはどこまでも優しく、壊れ物に触れるような気遣いに溢れていた。

「あっ、んんっ」

　ちゅ、と乳首を甘く吸われて、びりりと体が痺れた。氷雨の耳がぴくりと揺れる。

「は、あ……」

　彼が熱い息を吐きながら口を大きく開ける。だらしなく舌を出して、その舌先でちろちろと乳首を舐めた。

　どうしてだろう。

　彼は悲しいと言葉にしたのに、氷雨が私に触れる度、言葉にできないほどの愛情が伝わってくる。その感情は私の体を溶かして更なる官能を誘った。

　愛されているとわかる、優しい愛撫。

　彼が募らせた長年の気持ちが、私の体に染み渡っていく。

「はっ、あ、氷雨ぇ……っ」

　甘い、とろけきった私の声。

　氷雨は、犬が飼い主に懐くみたいに、私の胸に顔を埋める。すりすりと頬ずりして、その舌でゆっくりと胸の中心を伝い、お腹を舐めた。

「や……、んっ」

　くすぐったくて、思わず氷雨の耳を掴んでしまう。

　すると、彼の耳はぴくんと揺れて、へにゃりと寝てしまった。

「んっ、あっ、あやめ、耳は……、あまり触るな」

「えっ……あ、ごめんなさい」

　私が慌てて謝ると、氷雨はほんのり頬を赤らめていた。

「すまぬ。そなたに触れられるのは嬉しいが、耳は気持ちよくてな。そわそわして、余裕がなくなるのだ」

「…………」

　私は、目の前の氷雨をまじまじ見てしまった。

　彼は「なんだ」と言わんばかりに、顔を赤らめたまま困った顔をしている。

「……ふっ」

　思わず──私は笑ってしまった。

「な、なんだ。笑うことはないだろうに」

「ごめん。だって……」

　正直なところ、本当は圧倒されていた。化け狐なんて存在にいきなり出会って、抱かれて、現実についていけなかった。

　でも、なんだか──今、氷雨がとても可愛いかった。

　わからなかった気持ち。どうして私は氷雨の愛撫を受け入れているのか──その理由が、少しだけわかった気がする。

　彼は、憎めないのだ。

　可愛いところがあって、気味の悪い存在じゃない。

　氷雨にも弱いところがあると知って、自分と彼の距離がぐんと縮まった気がした。

　私は──再び、彼の三角の耳に触れる。

「ん、ふぁっ」

　氷雨が顔を赤くして目を瞑り、ぴくぴくっと耳を震わせた。

「や、止めよと、言っているだろう」

「イヤ」

　はっきり言うと、氷雨の金色の目が驚いたように丸くなる。

　逆に私はにんまりと口の端を上げて、撫で心地のよいふわふわの耳を撫でた。

「氷雨が私に触れるなら、私だって触れたいもん」

　そこが『気持ちいい場所』なら余計に、だ。

「そなた……」

　氷雨がとろんと目を伏せて、か細く呟く。

「その、嫌……ではないのか。我と契りを交わすのが」

「嫌というか正直ビックリの連続すぎて、夢でも見ている気分なんだけど──」

　呆れたように笑って、私は氷雨を見つめる。

「他の男なら股間でも蹴って逃げてる。でも、なんか、氷雨ならいいかなって思ったの」

　それはまごうことなき本音だった。

　軽いと思われるかな？　でも嘘はつきたくない。

　だって、こんなにも気持ちが伝わる愛撫は初めてだった。愛されているって気持ちはとても嬉しくて、私は間違いなく幸福感を覚えた。

「氷雨の、私が好きだって言葉が本当だとわかったから。その気持ちに応えたいって、思っちゃったから」

　彼と同等の愛情は、きっと、まだ持てていないだろう。

　それでも、私も愛してみたいと思ったのだ。それなら、今宵のひとときをスタートラインにしたい。

「氷雨の耳、気持ちいい。ふかふかで、ずっと撫でていたいよ」

　きつね色に染まった、ケモノのような三角の耳。少し硬くて、毛並みが艶やかで、なんだか不思議と癒やされる。

「……う、わかった。だが、我も負けるつもりはない」

　私に耳を撫でられてぴくぴくと体を震わせる氷雨が、顔を赤くしたまま唇を引き締めた。

「愛したいのは、我のほうなのだからな」

　かぱっと口を開けて、舌を出す。頬を舐めて、唇にキスをして、首筋を辿っていった。

　首にキスをして、強く吸って跡をつけ、彼の唾液でたっぷり濡れた乳首をきゅっと摘まむ。

「あ、あンっ！」

　その刺激に私の体がピクッと震えた。

　甘やかな愛撫から逃げ出すみたいに私が身をよじると、氷雨は背中から抱きしめた。

　パサッと上着を脱がされて、ぷつんとブラのホックが外される。

　はあ、と彼の熱い息が首にかかった。

　乳房を揉みしだき、もう片方の手は腹に回って抱きしめる。

「ん、んっ」

　硬く尖らせた舌先でチロチロと首筋を舐められると、ぞくぞくした快感が体中に走った。

「は、ぁぁあ、首……ヤッ」

「ふふ、こうすれば耳を触られることもないな」

　首が弱いのに、氷雨は執拗に首筋を舐め続ける。

　後ろからはだめだ。私が圧倒的に不利になる。私は慌てて体勢を変えて彼の正面を向こうとした。

　でも、お腹に回った腕がぎゅっと私を抱きしめて、離さない。

　氷雨の唇が私の肌の上を滑って、肩にキスをした。するすると唇が滑って、二の腕にちゅくりと吸い付く。

「あやめは、甘いな」

　まるで味わっているみたいに、氷雨は私の背中に舌を這わせる。

「んっ、く、ぅン……っ」

　お腹に回った腕を解こうにも、彼の力は存外強い。

　乳房を揉みしだく手はやがて乳首を摘まんで、きゅっと甘く抓り上げる。

　ツン、と、身を刺すような快感に、私の顎がクッと上がる。

「はっ、ぁ、やああ、ズル……いっ」

　私ばかりなんてダメだ。ここまで来たなら私だって、氷雨を気持ちよくしたい。

　だって氷雨はずっと私を待っていたんだもの。

　私自身にそのつもりはなくても。今まで彼の存在を知らなかったのだとしても。

　──『五年間、ずっと待ち続けた我の気持ちを、思い知るがいい』──

　そう口にした氷雨の言葉だけでわかってしまった。

　人から忘れられたみたいに、ひっそりと佇んでいた古い神社。

　たまたま私が見つけなければ、おそらくずっと、誰もこなかった。氷雨にとって私は、どんな存在だったのだろう。

　そして……上京する私を、どんな気持ちで見送ったのだろう。

　その全ての答えが、彼の切ない表情にある気がした。

　今までの人生で、そんな顔をしてまで私を待っていてくれた人なんて、いなかった。

　私自身、特に執着の強い性格ではなかったから、かつての恋人も、仲のよかった同級生も、人生という名の川に流れて過ぎ去るのを見届けるばかりだった。

　それでも、私はきっと、誰かの『特別』になりたかったのだろう。

　氷雨に対する気持ちが少しずつ変わっていく。

　同情から、憎めない存在になって、そして私は、彼に何かしてあげたくなった。

　寂しい心を癒やしたい。さみしがり屋の氷雨を幸せにしてあげたい、と。

　くにゅり。

　私の思考を邪魔するように、乳首が摘ままれる。

「はっ、や、ぁあんっ」

　くにくにと、親指で円を描くように転がされて、その甘い快感に身をよじる。

　氷雨は熱い息を吐きながら背骨を辿るように舐めて、私の太ももの間に後ろから膝をねじ込んだ。

「んっ、ひさ、め……っ、あ……っむ」

　お腹に回っていた腕がするすると動いて、私の口に親指を入れる。

「ふ、ぁあっ」

　口腔に入った親指が私の舌をえぐり取り、ぐちゅぐちゅとかき混ぜた。

　きゅっ、ぎゅっ。

　彼の、乳首を摘まむ指に力がこもる。思うように声が出ないというのは存外に快感が体に溜まってしまうもので。

　私はビクビクと体を震わせ、乳首をいじる氷雨の手を掴んだ。

　ふふ、と。小さな笑い声が耳元で聞こえる。

「可愛い、な」

　愛おしい宝物に触れるように、優しく、優しく、私をいじめる。

「やっ、う……！」

　口に入れていた手がゆるゆると降りていって、私の下肢に伸びていく。

　彼が脚を挟んでいるせいで、開かれてしまった私の脚の間。デニムパンツのボタンを外してずらし、ショーツの中へ。完全に無防備ともいえるその場所に、彼の繊細で細い指が差し込まれた。

「は……ひさ……めっ」

　茂みを分け、くちりと開かれる秘所。

　シャワーもしてないとか。夏の季節だから蒸れてないかなとか、様々なことを一気に考えてしまって、顔が熱くなる。

「何も、考えるな」

　吐息のような囁き。

　恥ずかしい。でも、ドキドキする。

　初めてというわけではないのに、心臓が飛び跳ねてしまいそうなほど、緊張している。

「そなたの過去など、全て我が払拭してやる」

　ちゅ、とこめかみにキスをされて、私は振り向く。

　氷雨は切ない瞳で私を見ていた。人間離れした、琥珀色の瞳。吸い込まれてしまいそうなほど綺麗で、思わず見入ってしまう。

　優しく触れるだけの口づけは、やがて深くなって、水気を帯びた音が部屋に響く。

　遠く、異国の波の音。

　現実離れした世界で、その水音だけがやけにリアルだった。

　舌を舐め合うようなキスを重ねたあと、私はジッと氷雨を見つめる。

「ここまで驚きの連続だと、過去の思い出なんて、すっかり覆されちゃうよ」

「そうか」

　くす、と心なしか嬉しそうに氷雨が笑うので、私も釣られたように笑った。

「ね」

　再び声をかけると、氷雨が首を傾げる。

「耳、触りたい」

「だめだ」

「ええ～？」

　ふかふかして気持ちいいのに……。私が不満げな表情をしたからだろうか、氷雨は困ったように形のよい眉を下げた。ついでに耳もへにゃりと垂れる。

「今だけは遠慮してくれ。我も今は余裕がないのだ」

「あとで触らせてくれるの？」

　私が尋ねると、彼はしょうがないなと言いたそうな顔で微笑んだ。

「構わぬ」

　その言葉を聞いて、私はどれほど嬉しそうな顔をしたのだろう。氷雨がクスクスと笑って、私の耳に舌を這わせる。

「仕方のない娘だ。しかし、今は我が先だぞ」

「あっ……」

「まだまだ、教え足りていないのだからな。我の気持ちを、もっと理解するがいい」

　するり、とデニムパンツとショーツを脱がされる。

　私だけ裸にされて、氷雨は着物を着たままだ。少し、不公平に感じる。

　ひやりとした絹のシーツの滑らかな感触に、私の体はびくっと震えた。

　氷雨は私の首筋にキスを落として、チロチロと舌先で舐める。

「あっ、やぁ、ン、また、首……っ」

「許せ。ここが悦いのだとわかると、つい、な」

　氷雨はまるでケモノみたいに、私のあちこちを舐めてばかりだ。もしかしたら、セックスの知識はそれくらいしかないのかもしれない。

　舐めて、触れて、愛撫する。

　それはとても原始的で、本能的だった。

　するりとお尻を撫でられ、その手は後ろから秘所に挿し込まれる。

　今までの愛撫により、そこはすっかり蜜液に濡れている。氷雨が指を遊ばせる度、クチュクチュと音が鳴って、恥ずかしい。

　くちりと秘裂が開かれ、内襞を人差し指でなぞる。

「はっ、ぁ……っ」

　びりびりと痺れるような快感が走り、脚を閉じたくなった。

　でも、彼の脚がしっかり挟まれていて、私の敏感なそこは隠すこともできない。

「やっ、ぁああっ」

　指でくにくにと秘芽を転がされ、私は想わず喘いでしまう。

　何かにすがりたくなって、ぎゅっとシーツを掴んだ。

　蜜液で濡れた秘芽を指で擦られてると、たまらなく気持ちがいい。でも、おかしくなりそうで怖くなる。

　ああ──そういえば、こんな風に触れられるのは、初めて──だ。

「ひっ、あ、ぁあっ、ン……っ」

　私の体すべてを愛するような執拗な愛撫は、いままでにないもので。

　──私、今までにないほど、濡れてる。自分でもわかるくらい濡れてるなんて……。

「どうした、顔を隠して」

　思わず枕に顔を埋めてしまった私に、氷雨が尋ねる。

「ヤ……ッ、すごく気持ちよくて、恥ずかしいの」

　経験済みだというのに、まるで今が初めてみたいに、体が蕩かされそう。

　氷雨がふっと笑って、私の耳にかぶりつく。

「ヒャ、ぁああっ！」

「それは嬉しいことを言う。可愛い娘だ」

「む、娘って歳じゃ、ない、から……っ」

「我からしてみれば、あやめは充分、可愛いおなごだが？」

　氷雨が二千年くらい生きているなら、その物言いも理解はできるけど、二十五歳である私には納得できかねないところがある。

「ああ、こんなにも濡らして。掬い取ってもきりがないな」

　笑みを浮かべて、蜜口からとろとろと零れる液を指で拭っては柔らかく襞に塗りつける。

「あっ、あん、もう……っ」

　そんな風に優しく弄られたら、簡単に高みに達してしまう。

　恥ずかしながら……ご無沙汰なのだ。

　時々自慰で発散はしているけれど、人に愛撫される快感とは格段に違う。

　はっ、は。

　マラソンを全速力で走ったみたいな息切れを起こしながら、私は後ろを向いた。

　何かしてほしいとか、そういうことを思ったわけではない。

　ただ、私を弄る氷雨を見たかったのだ。

　彼は私に目を向けると、少し驚いたような顔をした。そしてにんまりと悪人みたいな笑みを浮かべる。

「そう物欲しそうな目で見つめられると、我の箍が外れそうになるな」

「わ、私、そういうつもりじゃ……」

　慌てて首を横に振るも、私の本心はそうだったのかもしれない。

　秘所をいじられるのがあまりに気持ちよくて、でも物足りなくて……欲しくなって。

　けれども、それを認めるのは恥ずかしかったから、察してほしくて氷雨を見たんだ。

　……そう考えると、私って、かなり浅ましい……。

「うう」

　ばふっと枕に突っ伏して、擦りつける。

　五年間、男日照りだったからって、これはない。相手は今日初めて会った人……化け狐なのに。

「どうした、あやめ」

「ごめんなさい。わ、私。やっぱりこんなこと、止めた、ほうが」

　急激に冷静さを取り戻す私に、氷雨は薄く目を細めた。

「そう言われて、今更止めるわけにはいかぬ」

　ぐいっと腰を持ち上げられた。私は彼のされるがまま、下半身を突き出すような体勢にさせられてしまう。

「言ったであろう。これは──契り、なのだと」

　私の背中に、氷雨がのしかかる。ずしっとした重みに潰されそうになりながら、肘を張って耐えた。

「夫婦の契約。肉体を結ぶ儀。我はそなたを娶ると決めた。……決めたのだ。ゆえにもう、手放すつもりはない」

　蜜口に熱い楔があてがわれた。

　とろりと零れる液を塗りつけて、ぬちりと秘裂を割るのは、氷雨の肉杭。

「あっ、あ」

　来る、と思って歯を食いしばろうとしたけど、遅かった。

　圧倒的な質量を持つ、硬くて、熱くて、とろけそうなもの。

　それは無視できない存在感を持って、閉じていた隘路をえぐり、最奥に向かって突き進む。

「あぁああああっ！」

　耐えられなくて、叫んだ。

　体が壊れてしまいそう。こんなの、初めてだ。だってすごくきつくて、苦しくて、でも頭がおかしくなるくらい、気持ちがいい。

「ひ、ぁ、ああっ、んン！」

　声を上げていたら、氷雨の大きな手が私の顎に触れた。くっと上に向かされて、彼は覆い被さるように私に口づける。

「悦い声で啼く」

　フ、と微笑み、目元にもキスを落とした。

「そなたの中は、まるで快楽の坩堝だ。油断すればこちらが獲って食われそうなほどに」

　ずぶ、ずぶ。

　ゆっくりと、しかし確実に、彼のものがねじり込まれる。私の感覚は総動員されて、性の快感を運び続ける。

「は、はっ、はぁ、は」

　強い圧迫感に、息が切れる。

　腰がふるふると震えて、膝から力が抜けそうになった。そんな私の腰を力強く抱えて、氷雨の進みはスピードを増す。

　やがて全てを呑み込んで、彼の付け根が私のお尻に当たった。

　恥ずかしくて、でも、すごくドキドキする。

「ああ……熱い。我と共に溶けてしまいそうだ」

「はっ、あ、あぁ……っ、わ、わた……し、も」

　ため息をつくように呟く。

　彼の肉杭は、まるで熱せられた楔。強すぎる快感に頭はすっかり快楽に蕩けている。

　ふふ、と氷雨の笑い声が聞こえた。

「ならば、共に溶けるとしようか。……そういうのも、悪くない」

　言うなり、氷雨の杭がずるっと引き抜かれる。

「ああっ！」

　つぷんと杭が抜かれて、私の膣内は切ない痛みを孕んだ。

　しかし再び勢いよく貫かれて、私の顎がくっと上に上がる。

「ふ、ぁああっ！」

　ぎゅっとシーツを掴んで、隘路を削る感覚に翻弄される。

　彼が肉杭を抽挿させ、ぐりぐりと根元を擦っては、ずるりと抜かれて。その度に私の愛液がいやらしく泡立ち、こぼれ落ちる。

　じゅくっ、じゅく。

　否応なくこれが性交なのだと意識してしまう、生々しい水音。

　腰が砕けて落ちそうになるところを氷雨がしっかりと担ぎ、激しく腰を打ち付ける。

　ぱん、と肌と肌がぶつかる音がした。

「ひ──ぁ、あああ！」

　根元まで挿入って、最奥を何度もノックする。

　その先にある子宮口を開かせようと、私の官能を刺激する。

「やっ、これ、きもち……いっ」

　だめ。はしたない。そう思っていても、腰が揺れるのを止められなかった。

　理性が快感で壊されている。

　こんなにも満たされたセックスは初めてで、体がまったく言うことを聞かない。

「なんとも淫靡な姿だが、欲しがるあやめは可愛いくてたまらないな」

　言葉だけなら余裕めいているが、そんな氷雨も短く息を刻み、荒々しい吐息を繰り返している。

「ならば望み通りに。あやめ、そなたに我のすべてをくれてやる──」

　ぐっと腰を抱きしめ、氷雨の動きが早まった。

「あっ、あ、ああっ」

　いたわるような抽挿は激しく突き刺すようなものになって。

　私の体はガクガクと揺らされて、息をするのも辛くなる。

「はっ、は、はあぁっ、はっ！」

　息の仕方を忘れてしまったみたいに、私は高い声を上げながらはくはくと口を開けるばかり。

　膣内からなる快感は留まるところを識らず、硬い肉杭が隘路をえぐる度、いっそ暴力的なほどの快感が体中に襲いかかる。

　腰はもう、使い物になっていない。

　氷雨が手を離したら瞬く間に崩れてしまうだろう。

　脱力した、無防備な膣内は彼の思うままに蹂躙されて、ぐちゃぐちゃといやらしい水音が強さを増すばかり。

　私の腰を、氷雨は力尽くで掴み上げる。

　体ごと突き上げられるような振動はいっそ暴力的に私の体を揺さぶった。

　彼の下腹部と私のお尻がぶつかって、パンパンとはじける音がする。

　氷雨が杭を引き抜くと、私の内側から何かがごっそりえぐりとられるような喪失感を覚えた。そして、強く貫かれると激しい衝動と共に得がたい快感が私を満たす。

　腰を掴む氷雨の手は痛いくらいだった。それでも──離して欲しくないと願ってしまう。

　もっと、もっと。

　何も考えられなくなる。人としての理性が剥がれ落ちる。彼にお尻を、不浄な部分を見られているというのに、どうしてか腰を動かすのを止められない。

　まるでこの絡みはケモノの交尾のようだ。

　恥ずかしくて堪らないのに、止めないでと望むこと。

　激しい抽挿に身も心も壊れてしまいそうなのに、ずっと抱かれていたいと思うこと。

　それはまごうこと無く、私が持つ欲望だった。普段は徹底的に隠しているつもりの、もっとも私の汚い部分だ。

　後ろから突かれて、羞恥を悦く感じて、淫靡にも見える、私。

　そんな私を離さない氷雨の腕が、熱い胸板が、私を貪り尽くす彼自身が──。

　嬉しいと。確かに私は、そう思っている。

「あやめ……っ！」

　氷雨が私の名を叫び、背中から抱きしめる。

　びくん、びくっ。

　最奥まで貫いた時、氷雨の体が大きく揺れた。

　迸る欲望。

　白く染まる思考。

　理性のひとかけらも許さないほどの、本能的な快感。

「ああ、これでやっと、我はそなたの──」

　氷雨がなにごとか呟いた。感慨深く、思い詰めたように。

　決して離さないと言わんばかりに私を胸の中に閉じ込めて、耳元で囁く。

「楔は打った。契りは交わした。これで我は──そなたの、夫だ」

　そう口にした氷雨の声は、とろけるような甘さに溢れていた。
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　長い、夢を見ていた気がする。

　瞼の奥にまぶしさを感じて、とろとろした眠気を感じながら目を開いた。

「あれ……」

　むくりと起き上がると、どこか懐かしい匂い。

　ここは……田舎の実家にある、私の部屋だ。

　えーっと、待って？

　起きたばかりで働かない頭でしばし考える。

　昨日はそう、神社にお参りして、そうしたら狐が現れて、イケメンに変化して……。

　そして五年間も田舎に帰らなかった私に恨み辛みを言ったあと、私を嫁にする！　とか言い出して、不思議空間に移動し、えっちをしてしまった……はず。

「えっ？」

　でも、あれからどうなったんだっけ。すごく気持ちよかったのは覚えているし、体の……特に下半身に性交の残滓がある。なんというか、この感覚は間違いなくセックスしたあとのものだ。

　とにかくえっちしたのは間違いない！　しかし、その後の記憶が……曖昧で……。

「くぅ……」

　近くで、何か声がした。へっ、と声の方向、布団に目を向けると──。

　私の隣で丸くなり、くうくうと寝息を立てる一匹のキツネがいるではないか。

「ふぇあああぁああ!?」

　思わず驚きの声を上げると、ぴくっとキツネの耳が震えた。

　そして琥珀色の瞳を開くと、くああと大きくあくびをする。

「なんだ。せっかく気持ちよく寝ていたのに、起こすでない」

　キツネのくせに流暢な日本語を話している。間違いない。昨日のことは夢じゃない。

「え、え、えっと、ちょっと、氷雨！」

「なんだ。もう少し寝かせよ……ぐー」

「二度寝するな～！」

　私の膝に乗って丸くなろうとする氷雨の首根っこを掴む。もふもふの感触に、思わずほわ～っと仕事の疲れが癒やされてしまったが、そうではない。そうではないのだ。撫でるけど。

「昨日あれからどうなったの!?　あと、なんであなた、ここにいるの!?」

　ふかふかの小さなお顔を両手で挟んで尋ねると、氷雨は面倒そうに目を開いた。

「朝から騒がしい娘だな。昨日は夫婦の契りを交わしたあと、そなたは気を失ってしまったのだ。仕方が無いので、我が暗示をかけてそなたを家まで歩かせた」

　歩かせたって……。

　あ、待てよ？　おぼろげながら、なんとなく実家まで歩いたような記憶がある。

　ただいまーって、ガラリと玄関の引き戸を開けて、お母さんが「駅から家に帰るのにどれだけかかってるの！」って怒り出して……。たらふくご飯を食べて、ゆったりお風呂に浸かって、おやすみなさい～と寝たような。

「うわあ、氷雨の暗示、すごい……って感心してる場合じゃない！」

　私は慌てて氷雨の頬をむにーっと引っ張った。キツネのほっぺ、意外と伸びる！　……じゃなくて。

「あ、あの、夫婦っていうのマジな話だったの!?」

「当然だ。我はそなたと契りを交わしたことで、あの社と袂を分かった。元々、祀るべき神も消えた社だったが、神使である我は、あの社と魂が繋がっていたからな」

「つまり……私とえっちしたことで、神社から離れることができたってこと？」

　私が尋ねると、氷雨はコクッと頷く。

「人と交われば、我の神性が落ちるのでな。神の遣いたる我を縛る鎖が緩んだところで、思い切り噛み砕いたというわけだ。いや、なかなか爽快であったぞ」

　コンコンと笑う氷雨に、私はあんぐりと口を開けるしかない。

　えっと、私はこれからどうすればいいのだろう？

　冷静になってみると、キツネを夫にしたら具体的にどうなってしまうのだ。まったく想像がつかない。この場合、婚姻届は出したほうがいいのかな？　でもキツネの神使に戸籍があるとは思えない。

　えっと、わりと私、大変な事態に巻き込まれている？

　じわじわと、非現実が現実に浸透していく。

　私が氷雨を抱き上げたまま硬直して考え込んでいると、唐突にガラッと部屋の扉が開いた。

「あやめ、起きているなら早く下に降りてきなさいよ。お父さん待ってるんだから……って、どうしたの？」

　お母さんが入ってきた途端、私は氷雨を布団の中に押し込んでいた。

「あ、あはは、なんでもない。あ、そうだお母さん。私、朝ごはん食べたら帰るから」

「えっ!?　昨日来たばっかりじゃない。今日一日はゆっくりするって言ってたでしょ？」

「い、いや～それがさ、ちょっと抜けられない仕事があったの思い出したの。また今度、次は近いうちに帰るから。ごめんね」

　私があははっと笑うと、お母さんは困った顔をした。

「あやめ、仕事が充実してるのはいいことだけど、そろそろ結婚も視野に入れたほうがいいわよ。会社にいい人はいないの？」

「い、いい人っていうか……」

　それよりも、つい昨日、結婚してしまったようなのですが。

　しかも、キツネの神使と。

　だがしかし、そんなこと口に出せるわけがない。頭の中がおかしくなったのかと、速攻病院に連れていかれるのは目に見えている。

　とにかく、ここに氷雨を置いていたら絶対にバレる。そして確実に面倒なことになってしまう。

　私は氷雨に絶対部屋から出ないよう言い含めてから居間に赴き、両親に近況報告をしながら朝ごはんを食べた。

　そして氷雨をトランクに詰め込んで、逃げるように超特急で実家から東京のマンションに帰ったのだった。

　そして、会議である。

「あのね、結婚とかはさておき、氷雨はこれからどうするつもりなの？」

　トランクから出てきた氷雨はぐーんと伸びをしてからよっつある尻尾をふさふさ揺らす。そしてプルプルッと軽く身震いした。その仕草は犬のそれで可愛いではないか。撫でくり回したくなるからやめてほしい。何を隠そう今更だが、私は犬が大好きなのだ。

「もちろん、あやめの夫として、そなたの傍にいるつもりだ」

　当然である、と言わんばかりにつぶらな瞳をくりくりさせて氷雨が言う。

　可愛い……。

　これはペットでも飼ったのだと思えば、同居も悪くないのでは？

　そんな気持ちが頭の端をかすめたが、冷静になれ私。このキツネは人間に変化するのだ。しかもイケメンでテクニシャンになってしまうのだ。

「でもご飯とかどうしたらいいの？　情けない話だけど、私は家事はからっきしだよ。それに、私は普段は仕事してるけど、私が外出してる間、氷雨はずっとこの家に居続けるつもりなの？」

　キツネってイヌ科だったよね。ということは、毎朝の散歩くらいはしたほうがいいのかな。でも私、会社に泊まり込むこともあるしな。早朝出社も多くて、夜も終電で帰ることが多い。そんな不規則な生活をしている私が、氷雨と一緒に暮らしても……。

　休日以外は、ほとんどすれ違いみたいな生活になるだろう。普段は私、マンションには寝に帰ってるようなものだし。

「夫婦って言うけど、きっと夫婦らしい感じにはなれないよ。氷雨はそれでもいいの……？」

「問題ない。つまりだ。あやめは普段仕事をしておるゆえ、家にはおらぬということだろう？　そして家事能力も皆無で、我の生活環境が著しく悪くなるのではないかと心配しておるのだな」

「そ、そう。そのとおり」

　家事能力皆無と言われると悲しいが、否定もできない。今だって部屋のあちこちが散らかっている。決して不衛生ではないが、お世辞にもきれい好きの部屋とは言えない。毎週の休みに、最低限の掃除をしているくらいだ。

「ならば、我がそなたの生活を補おう」

「……え？」

「我とて、そなたの元でただ飯を食らうつもりはない。我はもう神使でもなんでもない、長寿でしかない妖怪、仙狐だ。これからはあまねく人間のためにではなく、そなただけのために生きる。ならば、そなたの役に立てるよう努力するのは当然の話だ」

「なるほど……。で、でも、具体的には？」

　私が尋ねると、氷雨はポンッと音を立てて人間姿に変身した。

「この姿ならば、掃除も洗濯も料理も思いのままだ。そなたは外で仕事をし、我は内で仕事をする。それだけのことよ」

「えっ……氷雨、家事……できるの？」

　ポカンと口を開けて訊ねると、氷雨は目を細めて微笑む。

「人間が学んでできることが、我にできぬはずがない」

「そ、そういうものなの？」

「うむ、我とて孤立無縁の妖怪ではない。あのような鄙びた町であっても、知り合いのあやかしはいた。この東京でも、声をかければ現代社会に詳しい妖怪も見つかるだろう。必要なことはそやつらから学ぶので、あやめはいつも通りの日常を過ごせばよい」

「そう……？　まあ、氷雨がそう言うのなら任せるけど……」

　妖怪にも独自のコミュニティがあるのかな。妖怪サークル的な。

「まあそう心配そうな顔をするな。夫婦となる以上、我は決してそなたに苦労はさせぬ。我を夫にしたことを幸運だと思わせてみせよう」

　自信満々な様子でにっこり笑う氷雨に、私は頷くしかできなかった。
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　なし崩し的に始まった、氷雨との同居生活──。

　初めはどうなるものかと不安に思っていたが、予想外にも氷雨はどんどん日常に溶け込んでいった。

　現代社会に詳しい妖怪はすぐに見つかったようで、私が仕事に出かけている間、たくさんレクチャーされたらしい。

　私が一番驚いたのは、いつの間にか戸籍を取得していたことだ。

　これも知り合った妖怪のツテらしいが、ううむ、妖怪コミュニティ……なかなか侮れない。

　そんなわけで、私たちは晴れて婚姻届を出して結婚できたわけだけど。本当にこれでいいのか私、と思わないでもない。自分の人生なのだからよく考えたほうがいいのではないか。結婚ってもっと色々悩んだり、覚悟したりする必要があると思っていたけど、そんな思考は余計だとばかりに、氷雨は強引に婚姻話を進めてしまった。

　しかし「まあいっか」と思ってしまう脳天気な自分もいるわけで。

　だって氷雨は、私が言うのもなんだけど……とっても素敵な『主夫』になってくれたのだ。

　同居生活を始めて二週間目。

　氷雨は、すっかり家事がお手の物になっていた。掃除は細かいところまで行き届いているし、洗濯も完璧。よれよれだった私の安物ビジネススーツは新品に生まれ変わったのかと思うほど糊がパリッと効いていて、アイロン捌きも素晴らしい。しわひとつないブラウスとビジネススーツを身に着けると、気持ちも一新されて気持ちがよかった。

　何より嬉しかったのは、ごはんだ。

　氷雨に頼まれて、インターネット機能のついたタブレットを貸したのだが、それでいろいろと検索して学習しているらしい。

　おうちに帰ると、笑顔の氷雨が出迎えてくれて、ほかほかのごはんが待っている。お風呂も準備万端だ。

　今までは仕事にかまけて不規則な生活も仕方なしと思っていたが、家に氷雨がいるだけで、私の生活は随分と改善された。外食の回数は格段に減ったし、帰りが遅い日は氷雨が夜食を持たせてくれる。

　これがもう、おいしくて……。

　お昼も氷雨が作ってくれたお弁当を食べているけど、夜、寂しくオフィスで仕事をしている時に、夜食の存在は本当にありがたいのだ。

　カップラーメンではなく、コンビニ弁当でもなく、氷雨の気持ちがこもった手作り弁当を食べる。これがどれくらい幸せなのかというと……っ！

　今、私は氷雨の夜食をうまうま食べているのだが、徹夜組の同僚たちが羨ましそうに見つめるくらいだ。

「くっそ、結婚したと聞いた時は、こんな家事能力皆無の干物女にダンナが耐えられるわけねえって思ってたけど、まさかの主夫だとは……っ！」

「干物女って言うな。あー、シュウマイおいしい」

　同僚に文句を言いつつ、ぱくっと手作りシュウマイを食べる。シュウマイが手作りだよ？　すごくない？　チルド品じゃないんだよ。お肉ごろごろで、甘いタマネギが入っていて、シュウマイ単品にしっかり味がついてるから、ごはんにも合う。最高オブ最高。ベストオブシュウマイだ。

「いいなーいいなー！　私も主夫ほしい……。家事してくれるダンナ最高じゃん。子供も安心して作れそうだし。一体全体、どこでそんな男見つけてきたのよ！」

　もうひとり、同僚が私に言う。

　どうやって見つけたかと言われても、私と氷雨の出会いは非常に特殊なものだから、人に言えるものではない。

「田舎でちょっと出会いがあってね～」

　嘘は言っていない。私は笑ってごまかしつつ、筑前煮を頬張った。フゥー！　デリーシャス！　レンコンのサクサクした歯ごたえと、甘辛い味付け、最高。ご飯にめちゃくちゃ合う。日本人でよかった～！

　こんな感じで、私はすっかり氷雨を受け入れていた。

　というか胃袋を掴まれたという言い方が正しいかもしれない。

　今や私は、氷雨のごはんがなくては生きていけない女になってしまったのだ。

　普通、胃袋を掴まれるのは男のほうだと思うけど、家事能力のない私にとって、手作りごはんというのは本当に幸せで嬉しいものだったのである……。感謝！

「そういえば、春日が担当してた企画、無事に通ったらしいな。おめでとう！」

　同僚にパシッと背中を叩かれて、ごはんを頬張ってた私は「ゲホッ」と咳き込む。

「もう、食事してる時に叩かないでよ。でも、まあね、ありがとう」

　私は礼を口にしてから、同僚が言っていた企画のことを思い出した。

　そうそう。通るかどうか難しい企画に着手してたんだよね。予算がかなり限られていたから、正直自信はなかった。でも、昨日いきなりスポンサーからＯＫの連絡が来て……、あれは嬉しかったなあ。

「でも、実力っていうよりもラッキーだったよ。一番渋ってたのが、スポンサーの広報部長だったんだけど、突然の人事異動で営業部になったんだよね」

「へえ～それは確かにラッキーだな」

「あの会社の広報部長はとにかくケチな人ってことで、現場の担当さんも困ってたの。だから向こうにとってもいい人事異動だったみたいね」

「確かに宣伝費をケチられたら、こっちもできることが限られてしまうからなあ」

　同僚の言葉に頷く。

　それにしても、最近の私は不思議とツキがいい。

　今回みたいに企画が通ることも幸運だったけど、自販機で缶コーヒーを購入した時に、アタリが出てもう一本もらえたり、コンビニくじでいいものが当たったり。

　ひとつひとつは小さいものだけど、なんとなく運がいい気がするのだ。

　今のうちに宝くじでも買っておいたほうがいいのかな？

　そんなことを考えながら私は夜食を平らげて、仕事を再開するのだった。

　徹夜明けの朝は、仮眠するために必ずマンションに帰る。

　今までは会社のミーティングルームで寝ることが多かったけど、さすがに家で氷雨が待っていると思うと、それはできなかった。

　むしろ、私が帰りたい。一日に一回は氷雨の顔が見たい。思いきり癒やされたい。

　なんというか今の私は完全に、できる新妻を溺愛する夫である。

　だってだって！　誰であれ、氷雨は癒やしの存在になると思う。誰にもあげないけど！

「ただいま～っ！」

　徹夜のテンションでマンションに帰ると、玄関まで氷雨が出迎えてくれた。

「おかえり、あやめ」

　にっこり微笑む氷雨は、相変わらず素敵な美男子で、非常に目の保養である。癒やし要素そのいちである。

　ちなみに氷雨は、和服ではなく白いワイシャツに綿ズボンという出で立ちだ。

　神社では和装だったけれど、機能的なのは圧倒的に洋装だということで、本人の希望により何着か用意した。

　特に綿パンツに穴を開けたわけではないのに、常に後ろにはふわふわの尻尾があるのが不思議なところである。

　そう！　尻尾！

「氷雨～っ！　尻尾尻尾！」

「仕方ないのう。ほんにそなたは、我の尻尾が好きだな」

「うん、大好き」

　きっぱり頷くと、氷雨が困り顔をしつつも照れたように顔を赤らめた。

「そなたというやつは……、そう言われたら我も嬉しくなるではないか」

　くるりときびすを返してリビングに入っていく。私も靴を脱いで続いた。

「朝餉はどうする？　粥を用意しているぞ」

「お粥食べる～！」

　私が午前様で帰ると、氷雨はいつも胃に優しい料理を用意してくれる。なんて素晴らしい主夫なのだ。いたわり優しさ溢れすぎである。

　ピカピカに掃除されたリビングは、ほのかに花の香りがした。

「なんだろ、いい匂いがするよ？」

「ラベンダーで、サシェとやらを作っていたのだ。ラベンダーは心を穏やかにする効果があると聞いたのでな。ベランダの一角を借りて、プランターに植えている」

　そう言うと、氷雨はふわりと私の頭を撫でた。

「そなたは毎日頑張っているからな。我のできる事は少ないが、それでもこの家に帰った時、少しでも安らぎになればと思ったのだ」

「氷雨えぇ……」

　なんて優しいんだろう。思わず涙が滲んでしまうではないか。

「私、氷雨と結婚してよかった」

　まだ結婚して二週間目。実感はまだほとんどないけど、これだけは言える。

　氷雨は理想的な最高の夫である。誰にも渡さん！

「ああ。我も、幸せだ。いろいろと悩みはしたが、そなたと共に生きる道を選んでよかった」

　氷雨がしみじみ言って、ベッドに腰掛ける。

　私が隣に座ると、ゆらゆら揺れるよっつの尻尾が私の体をふんわり包み込んだ。

「ふわあ……」

　これです。これが最上の癒やしなのです……！

「ふかふか、ふわふわ、ふぁああ」

　断言しよう。現状、私の脳みそは、ＩＱ３くらいである。トリ並である。あと若干の幼児退行が見られる。

　しかし、このふわふわを前に、人は人としての尊厳を守りぬくことができようか!?

　私にはできない。よって私は存分に頭を悪くして、本能の赴くまま、このふかふか尻尾に抱きつくのである。

　もこもこ、ふわふわ。しかもよっつもある！　そして羽毛のように私を包み込んでくれる。

　この撫で心地のよさ。肌触りのよさ。日なたのいい匂い。

「ふへへ……余は幸せじゃ……うふふ……」

　頭の中がとろとろに蕩かされるのも仕方が無い。

　私はこの時間のために生きていると言ってもいい。このふわふわが家で待っているのなら、喜んで仕事がんばる。たとえうちの会社が全体的にブラック要素満載で午前様がデフォルトであっても文句言わない。お給料増えないけど泣かない。……ちょっとそこは泣きたい。

「そうやって我の尻尾に甘える姿は子犬のようだな」

「わんわん」

「まったく、こやつめ」

　くすくす笑って、尻尾で私の頬を撫でる。くすぐったくて気持ちいい。

　氷雨は私が満足するまで存分に尻尾で癒やしてくれた。やがてウトウトし始めたところでゆっくりと尻尾を外し、私を抱き上げてベッドに寝かせてくれる。

「朝まで仕事をしていたのだろう。少し眠るといい。粥もいいが、果物も少し買ってこよう。疲れた体に果物はよいと聞いたのでな」

「ありがとう……氷雨……」

　私が寝ぼけ眼で礼を言うと、大きな手が私の頭を撫でた。尻尾もいいけど、氷雨の手も好きだ。優しさがいっぱいで、心が満たされていくから。

「私ね、本当に……幸せ、だよ」

　出会いは唐突でも。驚きの連続でも。私にとって氷雨に出会えたことはとんでもない幸運だった。

　我ながらゲンキンな話だと思う。でもそれが正直な気持ち。

　氷雨は私を選んだことをどう思っているかな。

　想像以上にぐうたらな私に呆れてないといいなあ。

　あ、だめだ。落ちる。さすがに徹夜明けはしんどい。

「氷雨……すき」

　むにゃむにゃと言って眠りに落ちる。氷雨は私が寝付くまで、ずっと頭を撫でてくれていた。





◆◆◆






　私はしばらく夢も見ないで寝ていたようだ。ぱちりと目が醒めてからスマートフォンを見ると、丁度正午を指していた。

　う～んと大きく伸びをしていたら、洗面所からひょっこり氷雨が顔を出す。

「おお、目覚めたか。よく寝ていたな」

「うん。ぐっすり！　ごめんね、家のことほとんど任せちゃって……」

　氷雨はシャツを腕まくりしている。どうやらお風呂掃除をしていたようだ。私も仕事が忙しいとはいえ、さすがに家事の全てを任せきりというのは悪いと思ってしまう。

　でも、氷雨はふんわり笑顔を見せながら、キッチンに立った。

「そなたは毎日労働に励み、頑張っているのだ。それを労りたいと思うのは、夫として当然のことであろう？」

　ふわふわと尻尾を揺らしながら言う氷雨に私はウッと涙が出そうになってしまう。

「ありがとう。氷雨は優しいね」

「そうやって礼を口にするあやめも心優しい娘だと思うぞ。さ、そろそろ腹も減っただろう。粥が温まったから食べるといい」

　一人用の土鍋をふたつ盆に載せて、氷雨がテーブルまでやってくる。私はベッドから降りて、テーブルの椅子に座った。

「いただきまーす！」

　目の前に置かれた土鍋。手を合わせてお辞儀をしてから、フタをカパッと開ける。

「とってもおいしそう！」

　一人用土鍋の中には、ほこほこと湯気を立てるお粥が入っていた。溶き卵が混ぜてあって、しらすと刻んだネギがたっぷり載っている。

　レンゲで混ぜてから一口分取り、ふうふうと息を吹いてはふっと食べる。

「はぁぁ～おいしい！」

　なんと心あったまるお料理なのか。とろとろお粥が私の疲れ切った体に染み渡る。

　鰹だしで柔らかく炊いた粥は薄味だけど、しらすと一緒に食べると丁度いい塩加減になる。さらに卵はまろやかな味わいで、ネギが爽やかなアクセントを運ぶ。

　レンゲの手が止まらない。ぱくぱくと食べ進める私を見て、氷雨が琥珀色の目を細めた。

「あやめはいつも、我の食事をうまそうに食べてくれるのだな」

「だって、実際おいしいもん」

　私はこんなお料理作れない。粥すら作れないというのは女としてどうなのかと思う所はあるが、氷雨が作ってくれるのなら別にいいかと思ってしまう。

　ヤバイな。もしかして私、氷雨ナシでは生きられない体になっていない？

　でも結婚してるなら別にいいのかな。だってずっと一緒にいるってことだもんね。

「そういえばさ、前に話してた企画話、無事に通ったんだよ～」

「おお、それはよかったな。あやめはずっとその仕事に携われるようにと頑張っていたから、努力が実ったということか」

「そうだね、スポンサーが大手企業だったから、宣伝効果によっては私の給与査定にも影響しそう。でも、努力というよりは……単に運がよかったんだよね」

　あはは、と笑ってからレンゲでお粥を掬う。

「不思議な話なんだけど、最近運がいいんだ。大きい幸運じゃないんだけど、小さいラッキーが続いている感じでね」

「それは我の力が影響しているのだろうな」

「そうなんだ～……って、えっ、氷雨の力ってどういうこと？」

　寝耳に水な話だ。私は思わずお粥を食べる手を止めてしまう。

　すると氷雨はなんてことない顔をして、お粥を食べる手を止めた。

「我は五穀豊穣を司る氏神の眷属であったので、祀るべき神なき今も、それなりに神の力を使えるということだ」

「つ、つまり、私にラッキーな出来事が続いているのは、氷雨が神様の力を使ってるからということ？」

「……そう。あやめが社に通っているころから力を使っていたが、気付かなかったか？」

「言われてみると、氷雨のいる神社でお参りした帰りは……いい事があった気がする」

　お粥を掬いながら思い出すと、確かにそんなことがチラホラとあった。

　あまりに地味な幸運だったから忘れていたけれど、神社にお参りしたあとに寄ったスーパーのガラポンくじでアタリが出たり、スマホのソーシャルゲームのガチャで当たりを引けたり。

　そのひとつひとつは小さなものだったけど、なんとなく神社の御利益かな、なんて思っていた。とはいえ、本当に『御利益』なんてものが存在してるなんて信じていなかったけれど。

「じゃあ、氷雨と一緒にいる限り、私は幸運に恵まれるということ？」

「そういうことだ。まあ、幸運といっても些細なものに過ぎないのだが。運の要素は揺れ戻しが大きいのでな。我がそなたに与えている力といえば、幸運に反動して不運に傾く針をせき止める程度のものに過ぎないのだ」

「ふ、ふぅん……？　よくわからないけど、氷雨が私のために何かしてくれているのは嬉しいよ」

　私がにっこり笑うと、氷雨は嬉しそうに目を細めた。

　最近私の運がいいのは彼のおかげ。それは純粋に嬉しくはあるけど、私は氷雨がごはんを作ってくれて、家にいてくれるだけで充分嬉しいし、幸せだ。

「でも、これだけ氷雨が私のためにいろいろしてくれるのに、私は何も返せてないのが辛いなあ」

　お粥を食べ終えると、氷雨は剥いた梨をテーブルに置いた。それをしゃくしゃく食べながら言うと、彼が首を傾げる。

「あやめは我の傍にいてくれるだけでよいのだぞ？」

「そうは言うけど、こういうのは心の問題なんだよ。だって、氷雨には家のこと全てやってもらってるし、ご飯も作ってくれるし、幸運までついてきて、至れり尽くせりなんだもん。悪いなって思っちゃうのは当たり前でしょ？」

「そういうものなのか。しかし、あやめ……。そなたは我の作る料理をいつもうまそうに食べてくれるが、そんなに美味なものなのか？」

　氷雨が訊ねる。いつも食べる度に美味しいと言っているけれど、自分では実感が湧かないものなのかな？

　私はこくりと力強く頷いた。

「むちゃくちゃ美味しいよ」

「料理などあやめの家に来てから学び始めたから、世辞でもうまいとは思えないのだが……」

「うーん、でも、私のお母さんと同じくらい上手だと思うよ。私は料理にこだわりないからアテにならないけど、氷雨のご飯を食べると幸せいっぱいになれるから好き」

　にっこり笑って言うと、氷雨は少し驚いた顔をして目をぱちくりさせた。

　そして、まるで今の時を噛みしめるみたいに、嬉しそうな顔で瞳を閉じる。

「ああ、我も幸せだ。これまでを長く生きてきて、ここまでの幸せを感じたことはない。我の拵えるものをそなたが嬉しそうに食べてくれる。……それだけで、充分だ」

　しみじみと幸せを味わうように、氷雨が微笑む。

　それはとても嬉しい言葉だったけど、私は少し疑問を感じた。

　なぜだろう。どこか、氷雨が寂しそうに見えたのだ。私と一緒にいる今、彼がそんな気持ちを覚えることはないはずなのに。

「ところであやめ、ひとつ質問をしてもよいだろうか」

「ん、何？」

　物思いにふけていると、ふいに氷雨が話しかけてきた。しゃくしゃくと梨を食べながら問い返す。

「掃除をした時に、こんなものを見つけたのだが……これはなんだ？」

　氷雨は床に置いていた箱を持ち上げると、テーブルにゴトッと置く。

　それを見た私は、口に入れたばかりの梨をボヒュッと飛ばしてしまった。

「な、な、な、なんでそれを、どこから見つけ出してきたの!?」

　氷雨がテーブルに置いたもの。箱の中には、そのなんというか、いわゆる『ラブグッズ』が詰め込まれていた。

　というか、氷雨がウチに来た時、ちょっぱやで片付けて隠したものである。

　絶対に見つからないように、ベッドの下に隠しておいたのに！

　……隠し場所が、まるで母親からエロ本を隠す男子高校生のようであるが、他に場所が思いつかなかったのだ。氷雨は私がいない間、大掃除でもしていたのだろうか。

「あやめ？」

　氷雨が硬直している私に声をかけ、目の前で手をヒラヒラさせる。

「これなど、なにやら形が男根のようでな。ボタンを押すと、ウネウネ動くのだ」

　さらに氷雨はラブグッズのひとつ、バイブを取り出して説明を始めた。

　それはいささかサイズの大きい一品だ。ドキツイピンク色をしており、そそり立つブツは丸い突起がいくつもついている。そしてバナナのようなカーブを描いている。取っ手の部分にはスイッチがあるのだが、その近くにはクリバイブも備わっていて、膣内とクリを同時に責めることができるという便利なアイテムだ。しかもお値段はお手頃で、ネットレビューの評判もなかなかいい。

　それにしても、どんな羞恥プレイであろうか。

　私はそのまま突っ伏し、額をゴンッとテーブルにぶつけた。

「そ、それは……うう、それはどう説明したらいいものか……うう！」

「これはなんであろう？　コップのような形をしているが、中に小さな羽があって……用途が皆目見当がつかないと言おうか」

　頼むからそれ以上喋らないでほしい。

　私は、上京して就職してから男っ気が皆無だった。しかし、性欲は人並みにあるので、それなりにむらむらする時もあるのだ。

　自慰の方法などは人それぞれだろう。オモチャに頼らない人もいると思う。けれども私は、時間をかけずに効率よく性欲を発散させたかったため、ラブグッズを買い集めたのだ。

　そしてあれこれ試していると、好みのグッズだったり、イマイチなグッズだったり、ラブグッズであれば何でもよいわけではないと気づき、いかに自分にとって最適解かを追い求めるフィールドワーカーになったりもした。

　しかしそんなこと……氷雨にどう話たらいいの？

　家事もできない、ものぐさで、ぐうたらで、性欲だけは一人前……。

　考えるほどに、自分がダメ人間のように思えて切なくなる。

「あやめ……。これは、我が見つけてはいけないものだったのだろうか」

　悲しそうな声が聞こえて、私は顔を上げた。すると氷雨が三角の耳をペタンと寝かせて、しゅんとした顔をしている。

「あっ、別にそんな深刻なブツではないんだよ！　ただ、説明に困ってしまって……ええとその、簡単に言うとそれは、性欲を発散させる道具なの。ラブグッズっていうんだよ」

「らぶぐっず……性欲を発散？　つまり疑似的に性交の快感を引き出す道具ということか」

「そ、そう。そんな感じ、です」

　恥ずかしい……。お母さんにエロ本を見つかった男子高校生もこんな羞恥を味わうのだろうか。

　私が顔を熱くさせて俯いていると、氷雨は手に持っていたラブグッズを箱にしまった。そして立ち上がると、その箱をベッドの上にポフッと置く。

「ならば、是非とも見てみたい。あやめ、我の前で使ってくれ」

　ポンポンとベッドを叩いて氷雨が言う。

「へ……？」

　私は首を傾げる。彼は何を言っているのだろう？

「だから、ここでらぶぐっずを使っているところを見せてみよと言っているのだ。使い方を教えてくれるなら、我もこれを使ってあやめを気持ちよくさせてみたい」

「は……、ひ？　ふー!?」

　ようやく彼が言った言葉を理解した私は思い切り体をのけぞらせた。

　さて、何が何やらで断ることもできなかった私の、スペシャル羞恥タイムである。

　今思えば、氷雨がウチに来た時、思い切って断捨離すればよかったのだ。それなのに、持ち前の貧乏性が祟ってもったいないと考えてしまった。すべては私の落ち度である。

　だってラブグッズって意外と高いんですよ！　ちゃんと専用クリーナーで洗って衛生さを保てば長く使えるし、バイブは三年選手のもはや相棒にも等しい、いや、うまいこと言ったつもりはないが、とにかく愛着だってそれなりに湧く！　捨てるなんて思考に至れなかったのだ！

「はあ……」

　困り果ててベッドに座る私の向かいには、なぜかワクワクした雰囲気の氷雨がいる。

　だって三角の耳はピンッと高く立っているし、よっつある尻尾はぶんぶんと元気よく左右に揺れている。おまけに顔は満面の笑みで、期待に満ち満ちているのだ。琥珀色の瞳がいつになくキラキラ光っている。

「さて、あやめはどれから使うのだ。これか？　それともこれか？」

　いやらし道具箱からあれこれ取り出す氷雨に、私はもう一度ため息をつく。

　こうなったら仕方ない。

　全ては因果応報。潔く捨てなかった私が悪いのだ。

「いつもはこのへんから使ってるけど……」

　そう言いつつ、私は氷雨が手に持っているローターを指さした。

「ふむ……。孫の手のような形をしているな」

　それはいわゆるスティックローター。シリコーン製で、彼が言うとおり、孫の手のような形をしている。ただし『手』の部分の面積は狭く、平たい。

「ここにスイッチがあるでしょ？　押してみて」

「これか。おおっ、先の部分が小刻みに揺れ出したな！」

「これは人間の舌で愛撫されているような感覚になれるオモチャってわけなの。このままで触れると痛いから、ローションとか塗るんだけどね」

「なるほどな。では、やってみようか」

　ずい、と氷雨が私に詰め寄った。

　や、やっぱりこういう展開になる……よね。

　神社での不思議体験以来、同棲を始めて、私達はたびたび肌を重ねている。というか回数としてなら平均より多いのではないかというほどだ。化け狐の性欲はどんだけだと思うレベルである。

　でも、いつもと違って、今回はひどく恥ずかしい。

　だってオモチャでやるってことは、私が自主的に脱いだりオモチャの使い方をレクチャーしないといけないわけで。

　それが羞恥プレイでなくてなんなのか!?

「ほら、あやめ。我もそろそろ、そなたに触れたい」

「……っ」

「恥ずかしいのか？　それなら我が脱がしてしまおうか」

　くすくす笑って、氷雨が私のシャツに手をかける。下からまくり上げて、はらりと脱がしてしまった。

「ひ、氷雨っ」

「ああ……おいで、あやめ」

　そっと腕を惹かれて、私は彼の腕の中にすっぽりと入る。

　ぷつりとホックを外し、ブラを取ってしまえば、私の上半身を守るものは何ひとつなくなった。

　氷雨がスティックローターのスイッチを押すと、僅かな機械音と共に先端のバイブレーターが動き出す。

「確か、ろーしょん……なるものを使うのだったか？」

「そ、そう。そこの箱に入ってるの……」

　言いながら、私は腕を伸ばして箱からローションのボトルを取り出した。

「これをその、気持ちよくしたい場所に塗る、感じで」

「ふむ。それで？　あやめが気持ちよくなりたい場所はどこかな？」

　そう訊ねる氷雨の目は楽しそうだった。

　逆に私は羞恥の極みである。自分から快感を得たい場所を言わなきゃいけないなんて、考えるだけで体が熱くなってしまう。

　その時、じわりと、秘所から何かがしみ出していることに気付いた。

　やだ、私。恥ずかしいのに、あそこが濡れ始めてる……。

「あやめ？」

「あっ、う、うん。えっと……最初は、胸、かな」

「つまり、乳房ということか？」

「ううん。その……ち、ちくび……」

　ああ、すごく恥ずかしい。私は目をぎゅっと瞑って小声で答えた。

　氷雨は軽く笑ってから「そうか」と言う。

「そういえば、最初にそなたを抱いた時も乳首を好んでいたな」

「う、そういうこと、言わないで……」

　自分の性感帯を把握されるのって、こんなにも照れてしまうものなんだ。ぜんぜん、知らなかった。

　氷雨はスティックローターをベッドに置いて、私から受け取ったローションを手の平に零す。それを両手で擦り込み、ゆっくりと私の胸に触れた。

「ふ、ぁ……っ」

　ぬるついた感覚に、体中がぞくぞくする。

　氷雨は温かい手で柔らかく乳房を揉みしだき、まるで絞るようににゅるっと乳首を摘まんだ。

「あぁああっ！」

　びくびくと震える体。

　やばい、ローションのついた手で触られるの、すごく気持ちがいい。

　自分でやってみてもいまいち快感は得られなかったのに、人にされるとこんなに感じるなんて。

　……ダメ、手でもこんなに気持ちいい。オモチャなんて使わなくたって、充分だと思う。

「氷雨っ、おもちゃ……じゃなくて、指で……気持ちい……からっ」

　ローションにまみれた指が、くにゅくにゅと乳首を弄る。

　それはローターを使うためにローションを塗り込んでいるのか、単なる愛撫なのか、私にはまったく違いがわからなかった。

「そう言うな。我の指で感じてくれるのはこの上なく嬉しいが、玩具、というものを使ってみるのも悪くない」

「や、ぜったい、おかしくなるっ、からぁ……っ」

　氷雨は執拗に乳首を弄る。私は荒くなるばかりの吐息を繰り返し、彼のシャツをぎゅっと掴んだ。

「もう少し念入りに塗ったほうがいいのか？」

　私は黙って首を横に振る。ローションのぬるつきは、想像以上の快感を運ぶ。これ以上愛撫されたら、私はたちまち絶頂を迎えてしまうだろう。

　さすがにそれはみっともないというか、情けない。どれだけ欲求不満だったのだと、自己嫌悪に陥ってしまう。

「では、そろそろ使ってみるとしよう」

　氷雨がスティックローターを手に持ち、私の体をベッドに寝かせる。

　スイッチを入れるとローターは再び振動をし始め、氷雨はそれを私に向けた。

「さて、あやめはどのような反応を見せてくれるか、実に楽しみだ」

「あ、悪趣味……だよ!?」

「フフ、なぜかな。あやめを相手にすると、どうしても嗜虐心が疼いてしまうのだ」

　氷雨は意地悪そうに目を細めた。そしてローターの先端を、そっと私の乳首に当てる。

　ヴヴッとバイブの音が鳴り、私の乳首は平たい先端でくにくにと揺らされた。

「あぁあっ、ああぁーっ！」

　思わずぎゅっとシーツを掴んだ。快感に耐えきれなくて、背中が弓なりにのけぞる。

「……思いのほか、反応がいい、というか、よすぎる気がするな。もしかして、ここで振動の強弱を変えられるのか」

　かちかち、と氷雨がローターを操作する。振動は先ほどよりも緩やかになって、私の乳首を刺激した。

　で、でも、弱くされたところで気持ちいいものは気持ちがいい。

　私ははくはくと息を重ねて、涙目になりながら氷雨を見た。

「や、あの、自分でするのと、ぜんぜん、ちがってっ」

　絶え間ない振動に体を震わせながら懸命に言う。

　そう、自分でローターを使うのと、誰かにローターを使われるのは、まったく刺激が違った。もちろん、こんなことを知るのも初めてである。

「なるほど。我がしてあげるほうが、そなたの体は悦ぶのだな」

　氷雨が嬉しそうに笑って、つんつんとローターの先端で乳首を突く。

「あっ、あっ、ああっ」

　びくびくと体が震えて、体の火照りはぐんぐん上がった。熱くて、体が溶けてしまいそう。

　私が暑がっていることに気付いたのか、氷雨は慣れた手つきでエアコンのリモコンを手に取り、ピ、と電源を入れた。

　ごうごうと音を立てて、冷たい風を送り出すエアコンを見て、彼はくすりと笑う。

「つくづく、人間の文明の利器とは便利なものだな」

「そ、それって、どっちのこと……？」

「ふふ、どちらも、かな」

　そう言って、氷雨は私に覆い被さり、ゆっくりと唇を重ねた。

　上唇を食み、下唇を舐め、食べるように大きく口を塞いで、舌を絡ませる。

　くちゅ、くち。

　口元から舌の交わる音が響いて、私は羞恥のあまりギュッと目を閉じた。

　ヴン、と音を鳴らして、彼がローターの先端を乳首に押しつけ、クルクルと円を描くように動かす。

「ふっ、あぁ、あっ」

　ローションでぬるついたローターの感覚は、本当に舐められているみたい。

　しかもそんな風に動かされたら、たちまち私の体はビクビクと戦慄き、シーツを握りしめた。

「よく感じるものだ。では、こういうのはどうだろうか？」

　氷雨が意地悪そうに目を光らせ、舌先で首筋を辿り、そのまま胸まで伝っていく。

　そしてローターで刺激するの方とは逆の乳房に触れ、その乳首に舌を這わせた。

「はっ、ヤッ、あぁああっ！」

　何も考えられなくなる。

　私は目を見開いたかと思うと、あられもなく嬌声を上げた。

　ちゅっと音を立てて吸い付いたあと、口腔の中でチロチロと舐める。

「ひっ、いや、だめ、だめだめ！」

　もはや自分が何を言っているのかもわからない。

　ただ、これは『ダメ』だと思った。けれども、具体的に何が『ダメ』なのかはわからない。もちろん愛撫されたくないわけじゃない。むしろ気持ちいいし、拒む理由はない。それなのに怖いのだ。何かが怖くて、ついダメと口に出してしまう。

「玩具と我、どちらの愛撫が好ましい？」

「ふっ……うっ」

　私はぎゅっと唇を噛みしめる。

　くにくにと容赦なく弄り続けるローターと、優しく舌で舐め上げる氷雨。

　どっちも気持ちがいいから、選ぶのは難しい。だけど……。

「ひ、さめのほうがぁ……っ、すき……！」

　私がそう口にした途端、氷雨は乳首に強く吸い付いた。

　ちゅぅうっと音が鳴って、私の体は大きく震える。

「んん、あっ！」

「……可愛いことを言う」

　低く呟く。その声には仄暗さがあった。

　乳首を吸うようにキスをされて、私はビクッと背中がしなる。

　ようやくローターが乳首から外されて、その先端はツツ、とお腹を辿って下に降りていく。

「さて、あやめ？　乳首だけでは物足りぬだろう。他にもこれを使ってほしいところがあるのではないか？」

「う、うぅ……っ」

　どうしてだろう。今日の氷雨はひどく意地悪だ。いや、さっきまでは優しかったから、今この時だけ、妙に底意地が悪い。

　私の眉がへにゃりと下がってしまう。きっと泣きそうな顔をしているだろう。

　でも、氷雨は態度を変えなかった。にんまりと人の悪い笑みで、私を見つめている。

「そ、そこ、が……」

　なんと言えばいいのだ。

　いや、名称は知っている。でも口にするのは恥ずかしくて堪らない。

　だから私は氷雨の手を掴んだ。そして、ゆっくりとそこに触れさせる。

　氷雨の笑みが──深くなった。

「あやめは奥ゆかしいながらも、正直者だな」

　額に軽くキスをされ、私の顔はますます熱くなる。

「自分で脱ぐか？　それとも、我が手伝おうか？」

「……っ、自分で、脱ぐ」

　さすがにここまで来て、自分で弄ってほしいところを示しておいて、全て彼に甘えきるわけにはいかない。

　私は震える手でスカートのホックを外し、ストッキングと一緒に脱ぐ。

　身に纏うものはショーツ一枚という姿になると、氷雨はずいと近づいて、ショーツ越しに秘所に触れた。

「すごいな」

　素直に驚いているのだろう。氷雨の感嘆の声に私は俯く。

　だってショーツは、情けないほどぐしょぐしょに濡れていたのだ。

「少し焦らしすぎてしまったか」

　氷雨は優しく微笑んで、濡れたショーツを脱がしてくれる。

「こんなにも濡れてしまうほど欲しかったのなら、存分に弄ってあげよう。ほら、脚を広げるといい」

「え……っ」

　じ、自分で脚を広げないといけないの？

　困った顔をする私に、氷雨はニッコリ笑顔になる。

「欲しいものはきちんと自分で乞わねばな。さあ、我にねだるがよい」

「う、うぅ」

　まさかここに来て私からおねだりをしなくてはいけないなんて。

　やっぱり今日の氷雨は意地悪だ。

　しかもめちゃくちゃ楽しそうだし……まさか氷雨にこんな一面があるなんて思ってもみなかった。

　でも、どうしてか心はドキドキしている。少し意地悪な表情をしている氷雨はいつも以上に妖艶で魅力的だ。

　おねだりしたら、このひとに弄ってもらえる、そう思うだけで蜜口からとろりと液が零れる。

「おや、何かを想像したのか？　先ほどよりもここが潤っているようだが」

「ふっ……っ！」

　氷雨に秘所の割れ目を軽く突かれて、びくんと体が震える。

　恥ずかしい。でも、この体の疼きは──もう、自分ひとりではどうにもならない。

　私はぎゅっと唇を引き締めたあと、ばくばくと鼓動を立てる胸元の前で両手を組み、彼にお願いした。

「こ、ここ……、オモチャで……弄ってほしい、の」

　体を起こして膝を立て、脚を大きく開く。

　みだらで、はしたない。なのに、どうして。

「おねがい……っ、はやく……」

　普段の自分では考えられないほどの要望を口にしている。でも、官能で頭がぼうっとして、体は熱くて、氷雨の指と愛撫が欲しくてたまらなくなってしまった。

「ひさめぇ……」

　羞恥が極まったのか、目には涙が溜まっている。すん、と鼻を鳴らして乞うと、氷雨は「はあ」とやけに熱い息を吐いた。

「なんであろうな。こんな気持ちになるのは初めてだ」

　氷雨が私の脚の間に入ってきて、手に持っていたローターのスイッチを入れる。

「愛している。大切にしたい。優しくしたい。その気持ちは確かに持っているというのに、相反する感情がずっと心の奥にゆらめいているのだ」

　ちゅ、と私の唇にキスをして、涙目になった目元を舌で拭った。

「ああ、そうか──。やっとわかった。この矛盾した気持ちが……『ヒト』に近づく、ということなのだろうな」

　氷雨が琥珀色の瞳を細めて、笑う。

　何を言っているのだろう。私はいまいち理解ができない。

　でも、その意味をよく考える前に──氷雨の持つスティックローターが、そっと私の秘所に当てられた。

　ヴヴッと機械音が鳴り響いて、高速で蠢く振動に私の体がビリビリ痺れる。

「あぁあああっ！」

　その衝撃に思わず膝を閉じそうになってしまう──ところを、氷雨が手で止めた。

「せっかくそなたの望みを叶えたのだ。このまま脚は広げて耐えるのが、道理だろう？」

「う、ぅうっ」

「そなたの蜜でも充分潤っているが、足りぬか。潤いを足せばもっとそなたは乱れるかな」

「やめっ……あ、あぁああっ」

　言うか言わずか。氷雨は片手でローションのキャップを開くと、ボトルから直接とろとろと秘所にかけた。

　ひやりとした感触にびくびく体が震える。

　ローションをたっぷりかけられた秘所はぐちゃぐちゃにぬめってしまった。氷雨はそんな私の秘裂を指で開き、内襞にローターを当てる。

　ジジジッ。

「ひぁぁあああっ、ああーっ」

　平たい先端がぬるぬる動いて、私の狭い性感帯を存分に刺激し始める。

「ああ、これほど濡れていては、指も挿れやすいな」

　氷雨はくすくす楽しそうに笑って、人差し指を一本、蜜口に挿し入れる。

「ぁっ、あ、いや」

　私が懸命に首を横に振ると、氷雨が不思議そうに首を傾げた。

「ん？　一本では物足りぬか」

「ち、ちが、あぁあああっ」

　氷雨が指をもう一本増やして、膣内に埋めた。

　手首を回すと、膣内で指がグリグリ蠢く。さらにはバラバラと指を左右に動かして、私の腰はビリビリと痺れが走った。

「あっ、ン！　やぁ、その指……っ」

「気持ちいいのだろう？」

「いっ、いいからあ！　だめなの……っ！」

　こんなにも責められているのに、脚を閉じることは許されない。

　だってこれは私が望んだことだから。

　こんな風に嬲られるのを期待していたから。

　恥ずかしい……。なんてはしたない。なのに、心の奥底では確実に悦んでいる自分がいる。

「ここもいじってほしいように見えるな。赤く震えて……フフ」

　氷雨は私の膣内を指で責めながら、秘所の上で撫でるようにスティックローターを動かした。

　そして次に刺激を与え始めたのは、赤く充血した──秘芯。

「ああぁああっ！」

　体の中で、きっと一番によわくて敏感な部分。

　ぶるっと震えた瞬間、頭の中にカッと白い閃光がはじけた。

　あまりに強すぎる快感に、私の体は一気に高みに昇ってしまう。

「は、はぁ、はあ、ひさめ……そこ、だめぇ……」

　達したあとの脱力感に、肘が崩れる。だらしなく脚を開いたままの私を見て、氷雨はいっそ妖艶に目を細めた。

「快楽に興じ、くたくたになるあやめは色艶があって可愛いな」

　違う。違うのだ……そういう事を言ってほしいのではない。

「もう、だめ。私、耐えられない……っ」

「耐える必要などない。もっと気持ちよくなればいい」

「や、壊れちゃう……」

　ふるふると首を横に振るも、氷雨は静かに微笑むだけだ。

「あやめ、自分の体を偽ってはいけない。ほら、こんなにも腰をゆらめかせて──おかわりが欲しいと懸命に訴えているではないか」

　え……？

　私はハッと我に返って、自分の下半身を見た。

　すると私の意思に反して、腰がくなくなと揺れている。

　氷雨は今、手首も指も動かしていない。ただ挿し込んでいるだけだ。それを物足りないと思っているのか、自分で抽挿しようと上下に動かしていた。

「やっ……！　これは、その」

　恥ずかしすぎる。私の顔に熱が上がって、ぎゅっと目を閉じた。

「ひとりで慰める時も、そなたはここまで乱れるのか？」

　黙ったまま、ぶんぶんと頭を横に振る。

　自慰の時は、こんな風になんてならない。もっと淡々と処理をしている。

「ひさっ、ひさめ……がするから、気持ちいいの」

　こんなにも自分の中にみだらな部分があるだなんて、気付かなかった。

　前の彼氏と別れてから五年。ずっと男と縁のない生活を送ってきたけれど、特にそれを寂しいとは思わなかった。だから自分は、時々自慰で発散さえできたら、特に恋愛に興味はないのかな、とすら思っていた。

　なのに、氷雨と一緒だと、こんなにも……はしたなくなってしまう。

　本当の自分が、どんどん暴かれているみたい。

　私の言葉に、氷雨は嬉しそうな顔をして「そうか」と頷いた。

　そして、道具箱からピンク色のバイブを取り出す。

「せっかくだから、まずはこちらの具合から確かめてみようか」

「な、何がせっかく……!?」

「興が乗ったというやつだ。普段から使っているのだろう？　また、使い方を教えてくれ」

　はい、とバイブを渡される。

　うう……まさか、ここまで氷雨がノリノリになってしまうとは……。

　私はバイブにローションをとろりとかけたあと、まんべんなく手で塗り込んだ。

「これはあの、シリコン製なので……割とたっぷりめにローションをかけたほうが使いやすい、かも。個人的意見だけど」

「先ほどからよく使っているが、ろーしょんというのは便利なものだな」

「うー、自慰だとまあ、必須に近いかな。そのまま使うと痛いからね……」

　なんでこんな説明をしなくてはならないのかと、内心トホホな気分である。

「あやめは物知りだな。新しい世界を知るというのがこんなにも楽しいとは、知らなかったぞ」

　氷雨が屈託ない笑顔を見せるので、私は思わずぽろっとバイブを落としてしまった。

「あ、あ、新しい世界って、あなたね」

　こんな卑猥な世界、化け狐が知る機会など無かっただろうし、必要も無かっただろう。それなのに、氷雨はベッドに落ちたバイブを取って、楽しそうにふりふりと振る。

「あやめとの毎日は刺激的で、新しいことばかりで、とても楽しい。我は二千年生きていたが、こんなにも生きることを謳歌したのは初めてかもしれんな」

「氷雨……」

　そういう事を言われると、なんと返したらいいかわからない。

　彼がどういう気持ちで、今までを生きていたのか。私には想像もつかないからだ。

「さて、潤いはこれで充分か？　ならば、自分で挿れてみせよ」

「え……っ!?」

　じ、自分で挿れるの？　氷雨が挿れるんだとばかり思っていたのに、まさかここに来て、公開自慰とは……!?

　困り果てる私を、氷雨がじっと見つめる。

「さすがに挿れ方くらいは想像がついているが、それをどのように扱うかまではわからんからな」

「い、意地悪……すぎる……っ」

「フフ、こういうのもたまにはよかろう。ほら、どうしても見られるのが恥ずかしいというのなら、他の部分を弄ってやってもよいぞ」

　そう言って、氷雨は私にキスをして、ローションでぬめった乳首をツンと突き、親指と人差し指で挟んでくにゅくにゅと擦り出した。

「やっ、はっ、ンっ！」

「どうした。これだけで満足してしまうつもりか？」

　口元で囁き、ツツ、と首に舌を辿らせて、乳首にちゅっと吸い付く。

「ひゃっ！　あ、あう……わかったよ……っ」

　チロチロと舌先で乳首を舐められて、びくびく震えながらも了承を口にした。

　ようやく氷雨が少し体を引いてくれて、私はしぶしぶ、バイブを秘所にあてがった。

　ひとりだったらなんなくこなせる行為も、氷雨に見られていると思うと恥ずかしさに顔から火が出そうになる。

「こ、こうやって、ここを広げて……うぅ……」

　自分の指で秘裂を広げて、くっとバイブを押し込むと、自分の蜜液とローションでとろとろになったバイブがにゅぷりと挿入る。

「はっ、う……っ、ンっ」

　恥ずかしい。でも声が出てしまう……。

　氷雨はそんな私の痴態を、笑うでもなくバカにするでもなく、ただ真剣な表情で見つめていた。

「うう……」

　手が震えて、うまく奥に入れることができない。いつもと勝手が違って戸惑う私の手を、氷雨がそっと触れた。

「こう、か？」

　バイブの取っ手を持ち、ゆっくりと押し込んでいく。

　ぐりぐりと太くて硬いバイブが膣内をえぐっていき、私は「ふあっ」と声を上げてしまった。

「そ、そう。それで……奥まで入れたら、ここを押して……っ、はあ」

　ぷつ、と氷雨が電源を入れる。

　ヴヴヴヴッ。

「あぁああっ！　は、はぁ、やああぁ」

　途端に膣内で蠢きだしたバイブの動きに、私はすっかり翻弄される。

「ひっ、ひさめ、うっ」

　ぎゅっと彼のシャツを握ると、氷雨は私の腰に腕を回した。そしてバイブを手に持ち、ぐるりと回転させる。

「ああああぁっ、や、動かさないでえっ」

　人間相手では絶対にできないような動きが、バイブなら可能になる。

　がくがくと腰が震えて、頭の中が真っ白になった。

　このままでは、瞬く間に達してしまう。私がふるふると首を横に振ると、氷雨がどこか興奮したように熱い息を吐いた。

「なんて可愛らしい、あやめ」

　ちゅ、と唇にキスをして、深く唇を重ね、舌を交わらせる。

「は、……思わず我を忘れてしまいそうになる。何もかもがどうでもよくなって、ただ、そなたを犯したくてたまらなくなる」

　グチッ、グチュッ。

　ねちねちした粘ついた水音を鳴らして、バイブが膣内をかき回す。さらには機械的な抽挿がダイナミックに私の中を突き、その振動で腰がガクガクと揺らされる。

「はっ、だめ、ああ、ンあ、ぁあああっ！」

　ビクビクッと大きく体が戦慄いた。

　こんなの、耐えられない。私の官能はあっという間に高みに昇って果てる。

「は、はぁ、は……っ、あ……」

　こんなに連続してイッちゃうなんて初めてだ。

　体はすっかり脱力して、腰は抜けている。ガクガクと笑っていた膝はくたりとベッドに落ちて、私はベッドにぱたりと倒れた。

「ふふ、すっかりゆるんだ顔をしているな」

　私にのしかかる氷雨が、人差し指で軽く頬に触れた。

「だっ……て、こんなの、初めて……で」

「そうか。道具を使う、というのは存外に愉しいものだったぞ」

「私は息も絶え絶えなんだけど……」

　力の入らない体で減らず口を呟くと、氷雨はくっくっと笑う。

「悪かったな。だが──もう少し、つきあってくれ」

「えっ？　あ、イヤ、あ、もう、だめ……っ」

　氷雨は私の腰を掴み、ぐいっと軽く持ち上げる。そして私の膣内に蠢くバイブをズルリと抜くと、彼の杭をあてがった。

「あ、ぁあ、ああっ」

「──無理をさせてしまって、すまない」

　私の体が疲労していることは理解しているのだろう。氷雨はしおらしく謝ったが、行為をやめるつもりは毛頭ないようだ。

　彼のものはいつの間にそんな風になっていたのか、いっそう凶暴に勃ち上がって、血液がどくどくと脈打っている。

　ローションでぐしょぐしょになった秘所。バイブで散々嬲られた膣内。

　ぽかりと開いた蜜口は、今か今かと彼を待ち望んでいるかのように糸を引いて開いている。

　ぐちゅり。

「～～っ、ふっ、んんンっ」

　私は想わず氷雨の背中を抱きしめた。

　彼もしっかり私を抱きしめて、腰を沈めてくる。

　硬くて、太くて。だけど無機質なバイブとはまったく違う、生々しい熱を持つ、彼の性器。

「はっ、は、はぁ、はあ」

　あまりの圧迫感に、息が詰まりそうになって、私は懸命に息を継ぐ。

「あやめ……ん」

　氷雨が腰を進めながら唇にキスをした。

　私も応える。

　互いに顎の角度を変えて何度も口づけを交わし、だらしなく口を開いて、舌同士を舐め合わせる。

　ちゅくっ、ちゅ、ジュク。

　唇と、蜜口。両方から鳴る、いやらしい水音。

　でも、私は自分が止められなかった。挿入されてしまえば、こんなにも自分は氷雨を欲していたのだと、わかってしまったからだ。

　氷雨、氷雨が欲しい。オモチャなんかじゃなくて……氷雨に、愛されたい。

「ひさめ……氷雨の、すごく、気持ちいい……よっ」

　ぎゅっと彼を抱きしめて言うと、氷雨は私の頭に頬ずりをした。

「ああ、我も気持ちがいい。油断すると気が遠くなるほどに」

　彼の付け根が、私の秘裂に当たった。最奥まで貫いて、氷雨が「はあ」と息を継ぐ。

「動くぞ──あやめ」

　彼の手が、私の手首を掴んだ。そしてベッドに縫い付け、腰を大きくグラインドさせる。

「は、あぁあっ」

　思わず腰が跳ねた。私の中で彼のものがねじれ、蠢き、体中の疼きが強くなる。

　ずっ、と腰を引き、ぐちゅっと勢いよく挿し込む。

　肉杭の先端がグリグリと隘路を削り、私はビクビクと体を震わせ、背中がしなった。

「あぁあっ！」

　抵抗したいのに、彼が私の手を押さえつけているから、何もできない。

　ただ、暴力にも似た快感をたたき付けられるだけだ。

　たっぷりと塗られたローションが、ぐちゅぐちゅと音を鳴らし、激しい抽挿に白く泡立つ。

　それでも構わず、氷雨は力強い抽挿を続けた。

「はっ、あっ、ああっ」

　肌と肌がぶつかって、汗と蜜が飛び散る。

　隘路を貫き、引き戻し、さらに穿つ。

　その繰り返しによって私の快感はどんどん蓄積されていき、今はただ、あられもなく嬌声を上げるのみだ。

　抵抗も反抗もできない。むしろ快感に溺れたい。

　自堕落に、みだらに、堕ちてしまいたい。

　汚い自分の欲望が否が応でも引きずり出される。私はくっと拳を握って快感に喘いだ。

　勢いよく最奥まで杭を突き、私の体は大きく跳ねた。背中が弓なりになって、足のつま先まで力が入る。

　私の中を蹂躙する氷雨の目はいつも通りの綺麗な琥珀色。

　けれども、その眼光は底光りして、彼の余裕のなさを物語っていた。

「あやめ……っ」

　強く──抱きしめられる。

　彼の性器の付け根が痛いほど私の秘所にぶつかり、そのままグリグリと腰を蠢かせる。

「はっ、あ、ぁあ、そんな風にされたら、またイッちゃ……っ」

　あまりに気持ちがよくて、耐え切れそうにない。

　私が涙目で訴えると、氷雨は額から玉粒のような汗を流し、辛そうに下唇を噛む。

「何度でもイけばいい」

「ひさめ……！」

「我がいくらでもそなたを気持ちよくさせよう。愛しているから」

「んっ、氷雨……、私も……っ！」

　キスが欲しくて、はくはくと口を開け閉めすると、私の意思を汲んだ氷雨が深く口づけをした。

　まぐわう舌同士の絡み合い。

　ぐちゅぐちゅと絶え間なく繰り返される激しい抽挿。

　がくがくと揺さぶられ、生々しい肉杭の感触に身が震える。

「ひさめ……っ、わたし……」

　温かい体。力強く抱きしめられる気持ちよさ。そして私の体を貫く彼の杭。

　全身で愛されているとわかる、幸せな時。

　その気持ちをどうしても伝えたくて、私ははくはくと呼吸を繰り返しながら、氷雨に微笑みかけた。

「私、やっぱり、氷雨とするの……好き」

　独り身の時はほとんど意識していなかった。オモチャで事足りるから問題ないとさえ思っていた。

　でも、こんなにも違う。

　性交は性器同士のまぐわいだけではない。心──気持ちが、こんなにも強く伝わるんだ。

　愛されているとわかる性交は、満たされる。

　体も心も幸せでいっぱいになって、たまらなくなる。嬉しくて、涙さえ浮かぶ。

　みだらな絡みをしているのに、悟ってしまうのだ。

　──人は、ひとりでは生きていけないんだなって。

　だから私は、氷雨にめいっぱいの笑顔を見せた。

「オモチャより、すごく、気持ちいいの。ひさめのもの、好き……」

「あやめ……」

　氷雨が目を見開いたかと思うと、ぎゅっと瞑った。

「まったく、そなたは。……実はそなた、我を殺す気だな？」

「えっ？」

　思ってもみないことを言われて私はキョトンとする。

　氷雨は静かに瞳を開いた。その目が据わっているのは気のせいだろうか。

「ならば、殺される前に我がそなたを愛しきる。あやめ、今の発言──責任を取るがいい」

「どっ、どういうこと？　ひゃ──！」

　ズルッと勢いよく杭を引かせたあと、ぐじゅっとはしなたい音を立てて穿たれる。

「きゃ、あ、ぁあああっ！」

　そのまま激しい抽挿が始まって、私の体は強く揺さぶられた。

　絶え間ない快感に、官能の波は嵐と化している。

　最奥で腰を揺らし、子宮口に向かってグリグリと杭を擦る。

「ンンッ、その……ダメ！　それ、気持ちよすぎる……っ」

　私が声を上げるも、氷雨は応えない。

　まるで躍起になったように彼は私を犯し続けた。

　やがて快感の逃げ場を無くした私はまた、ビクビクッと体を震わせる。

　三回もイッてしまって、さすがにもう、力が出ない。

　くにゃくにゃになってしまった私を力強く抱きしめて、彼は力任せに抽挿を続けた。ガクガク揺らされて、めまいを起こしてしまう。

「あやめ、あやめ……っ！」

　やがて最奥まで先端が届き、その瞬間、びゅるっと彼の欲が迸る。

　勢いよく出された彼の白い欲は、私の最奥を犯し、子宮口が嬉しそうに口を開いているのがわかる。

　きゅっと下腹が痛くなって、彼のものを呑み込んでいるのを──感じる。

「はぁ……は、氷雨……」

　力ない手で、ゆっくりと氷雨の背中を抱きしめた。

　とくとくと早鐘を打つ彼の鼓動を感じていると、なんだか嬉しくてたまらなくなる。

　ああ──そうか。これが……そうなのかもしれない。

　今更気付くなんて、鈍いとしか思えないけれど……私は、氷雨の首筋に軽くキスをした。

　いつの間にかこんなにも、私の中で彼の存在は大きなものになっていたのだ。

「氷雨、ずっと……傍にいてね」

　こういうことばかりされたら、ちょっと身が持たないけれど。

　氷雨と交わる時間は、とても幸せだから──離れたくない。

　私は家事もろくにできないけど、見限らないで。ずっと一緒にいてくれるかな？

　ちゃんと覚えるようにするから。呆れられないようにがんばるから。

　そんな気持ちで氷雨を見上げると、彼は琥珀色の瞳を切なくさせて、私を見つめていた。

「あやめこそ、だ」

　どこか悲しげに呟いて、氷雨は私と唇を重ねた。







第三章








　季節は秋の中頃。

　しつこい残暑がようやく遠のいたかと思えば、底冷えするような寒さが冬の近づきを知らせ始めた。

　もう少し心地よい季候になってもよさそうなのに、昨今は秋の季節を楽しむ間もなく、慌ただしく冬支度を始めるのが通説になりつつある。

　氷雨との同居生活も二ヶ月を過ぎていて、ここまで来るとさすがに現実感を帯びている。

　私にとって氷雨がいるのは当たり前で。

　これからもずっと続くんだと思うと、嬉しくなる。

　まあ、慌ただしく籍を入れてしまったので、結婚式はしてみたかったなあ、なんて思わなくもないけど……式を挙げたくなったら、改めて氷雨と話し合ってもいいかもしれない。

　私生活が充実すると、こんなにも毎日が楽しい。仕事にだって精が出るものだ。

「春日、また新しい企画が進んだみたいだな～。おめでとう！」

　オフィスで仕事をしていると、同僚に声をかけられて、私は振り向く。

「ありがとう。たまたま、スポンサーの社長のお孫さんが、起用したタレントのファンだったんだよね。それで、社長の鶴の一声で決まったみたい」

「うわぁ、それってすげえラッキーじゃん。本当に春日はツキがいいよな～」

「もしかして、神社でお守りでも買った？　その御利益とか」

　隣に来た別の同僚がそう言って、ドキッとする。

（あながち、嘘でもないんだよね）

　何を隠そう、私の幸運は氷雨の力によってもたらされているのだ。

　おかげで仕事は順調すぎるほどで、このまま好調が続けば昇格も夢ではない。コンビニなどで時々やっているクジでは必ずアタリを引くし、満員電車ではなぜか運よく座席に座るチャンスがくる。

　ひとつひとつは小さいけれど、確実にツキが巡り続けている……。

　それは確かに嬉しいことではある。でもそれは、自分が幸運に恵まれているということそのものではなく、氷雨が私のために力を使ってくれていることに対して、喜びを感じているのだ。

　でも……なんだかちょっとだけ、違和感がある。

　自分でもうまく説明ができないけど、喉に魚の小骨が刺さったような感覚がずっと残っているのだ。

　今日は久しぶりに仕事が早めに終わる予定だし、氷雨にこのことを話してみようかな。

　すでに氷雨には連絡してあるので、夕飯を作って待っていてくれることだろう。

　彼の作るごはんは本当に美味しくて、体も心も温まるのだ。

　今日の夕飯は何かな、なんて考えられる日々にとても幸せを感じる。

　思わずニマニマしちゃいそうなのを懸命に堪えて、私はいつも以上に仕事を頑張り、定時ちょっと過ぎに退社して家に帰った。

「ただいま～っ！」

　マンションの玄関を開けて、私は元気よく声を出す。

　しかし、あたりはシィンと静まっていた。

「あれ？」

　私は首を傾げる。

　いつもなら、パタパタとスリッパの音が近づいて、ニコニコ笑顔の氷雨が「おかえり」と出迎えてくれるのだが……どうしてか、今日は氷雨のお出迎えがない。

　玄関の床を見ると、ちゃんと氷雨の靴が置いてある。それに、おいしそうなごはんの匂いが漂っていた。

　まあ、たまにはお出迎えのない日もあって当然かもしれない。お料理をしていて、丁度手が離せない状態なのかもしれないし。

　私は靴を脱ぎ、廊下を歩く。そしてリビングの扉を開いた。

「氷雨──」

　中にいるであろう彼に声をかけて、私は驚愕に目を見開く。

　リビングの真ん中。氷雨はテーブルの近くで佇んでいた。

　しかし──その姿が半透明になっていたのだ。

「氷雨!!」

　思わず私が大声を上げると、氷雨がハッと顔を上げる。その瞬間、半透明だった姿がスッと元に戻った。

「おお。あやめ、今帰ったのか」

「う、うん」

「少しぼんやりしていて気付かなかった。出迎えができなくてすまなかったな」

「い、いいんだよ。そんなことより……あの、氷雨」

「どうした？」

　不思議そうに氷雨が首を傾げる。

　今、あなたの姿が消えそうになっていたんだよと口にしようとした私は、思わずその言葉を呑み込んでしまった。

　なんだか、口にするのが怖い。言った途端、氷雨が霧のように消えてしまう気がして……怖い。

「えっと、その、お腹すいたな～って……」

　慌ててごまかすと、氷雨はクスクス笑った。

「そこまで空腹であったか。なら、たんと食べるといい。今日の夕餉はおでんだぞ」

　それはいつも通り。普段と変わらない、氷雨の笑顔。

　彼はテーブルを布巾で拭いて、キッチンでおでんの鍋を持ち上げる。

　その後ろ姿を見て、私はなんだか胸が切なくなってしまった。

　衝動的に、氷雨の背中に抱きつく。

「おっ、驚くではないか。熱いものを持っている時に抱きつくでない」

「ご、ごめんね……」

　口では謝るも、どうしても彼の存在を実感したかった。

　ここにちゃんといる。さっきのは見間違いで、彼は消えてなんかいないのだと。

　お腹に回した手をぎゅっと抱きしめると、確かに氷雨のぬくもりを感じた。彼の柔らかな尻尾が私をあやすように撫でてくれる。

　……ホッとした。

　さっきの氷雨は、もしかしたら見間違いかもしれない。私の仕事疲れがたたって、氷雨の姿がぼやけて見えたのかも。

　だって、信じたくない。氷雨との生活を受け入れて、幸せも感じて、こんな日々がずっと続くんだって喜び始めたところなんだ。

　それなのに彼が消えてしまうかもしれない、なんて、考えたくもなかった。
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　しかし、私の不安は消えることなく、むしろ刻一刻と深刻さが増していた。

　朝起きた時。ごはんを食べる瞬間。肌を重ねる時ですら。

　一瞬に過ぎないけれど、確実に、氷雨の姿が薄らぐ時があったのだ。

　もはや気のせいだなんて思っていられないくらい、氷雨が半透明になる回数は増えて、それはまるでタイムリミットを示しているようだった。

　──タイムリミット。

　何の、時間制限なのか。そのことを考えると、勝手に思考をシャットアウトしてしまう。私の本能が考えたくないと叫んでいるみたいに、何も考えることができなかった。

　ただ『どうしよう』と。それだけを考える日々。

　そして、私が不安を抱えたまま一週間がすぎて、ついに怖れていたことが目の前で起きてしまった。

　残業を終えてマンションに帰ってきて、玄関の扉を開くと──廊下に、氷雨が倒れていたのだ。

「氷雨！」

　私は靴を脱ぐのも忘れて彼の傍にかけより、上半身を抱き起こす。

「あ……あやめ、か」

「氷雨、氷雨……っ！　本当に、一体どうしたの!?」

　私は泣きそうになりながら彼に声をかける。

「ここ最近、ずっと……様子がおかしかったよ。どうしてなの？　一緒にいるって言ってくれたのに、私の前から消えてしまうの!?」

　もしかして、彼が消えるのは運命だったのだろうか。

　幸せな結婚生活も、期間限定が前提だったのだろうか。

　私にはわからない。氷雨の存在自体が摩訶不思議だから、何が起こってもおかしくない。

　でも、ここまで私をその気にさせておいて消えてしまうなんて、あんまりだ。

　半ば八つ当たりするような気分で彼に言いつのると、氷雨がゆっくり私の頬を撫でた。

「すまぬな……。持つ、と思っていたが、想像以上に……持たなかったようだ」

「どういうこと？　ちゃんと説明してよ」

　グスッと鼻をすすりながら訊ねると、氷雨はぐったりした様子でゆっくりとため息をつく。

「実は、そなたに与えていた幸福の因果は、我が無理矢理、運命をねじまげていた……歪んだ利益だったのだ」

「ゆ、歪んだ利益……って？」

　私が首を傾げると、氷雨は少し考えるように目を瞑った。

「我がヒトに与えられる五穀豊穣の利益──『幸福の因果』は、本来はあまねく人に与えるもの。それを無理にねじ曲げ、あやめひとりに幸福が授かるよう、因果を操作していた」

　私は目を見開く。

　氷雨と共に過ごすようになってから、ずっとツキがよかった。

　それは神使だった氷雨の力によるものだと知っていたけれど、まさか彼がここまで消耗するとは思っていなかったのだ。

「平等たるべき神使の道から外れ、たったひとりの人間の幸せを願うことは、我にとって重大な罪も同じ。意義を失い、その存在すら消えてしまう……。これは因果応報、というものなのだ」

　困ったように笑う氷雨は、自分が消えてしまうことを受け入れているようだった。

　そんな、こんな現実、認められない。

　私はこんなの望んでなかった。氷雨が消えると知っていたら止めていた。

「ど、どうしてよ」

　なぜそんなことをしたの？

　自分が消えてしまうとわかっていて、私だけに幸福を与えるという『ズル』をしていたの？

　私があまりに不可解な顔をしていたからだろうか。氷雨が力なく微笑む。

「怖かった、のだ」

「え……」

「我が何の恩恵も与えない只人になってしまったら、あやめは、我の傍から離れるかもしれない。そう思うと、いてもたってもいられなかった」

「何を……言っているの？」

　目を見開いたまま、私は彼に問いかける。

「五年前、私は心底後悔した。そなたは毎日参拝に来ていたというのに、どうして一度も声をかけなかったのだろうと。神使の理を重視していた我は、そなたが村を去った瞬間まで、人々を見守るのが道理だと思っていたのだ」

　しかし、と氷雨は目を伏せる。

「あの社に、祀るべき氏神はいない。人々の信仰を失った時点で土地神は消滅したのだ。……本当にな、あの社はもう、何もないのだよ」

　神がいないのだから、参拝したところで意味はない。

　ただ、神使が一匹残されただけの、朽ち果てた社。だから人々は忘れていった。山の麓、森の間にあるような小さな社に、誰も目を向けることはなかったのだ。

　ただひとり、私を除いて。

「今でも思う……。なぜ、あやめは、あんな社に足を向けたのだろうな……？」

　誰に問うわけでもなく、氷雨はため息をつくように疑問を投げかけた。

「気まぐれかもしれぬ。だが、それでもよかった。そなたが毎日来てくれる……それだけで、我は満たされたからだ。……ゆえに、そなたが来なくなって……我は悔やんだ。……我にはもう、そなたしか……いなかったのに……どうして、と」

　ようやく、本当の意味で、氷雨の寂しさを理解した。

　私にとっては他愛のないことでも、氷雨にはとても重要なことだったのだ。

　祀るべき土地神はいなくて、誰もが忘れていった社。

　そこに足を踏み入れて参拝した私は、氷雨にとってどれほどの喜びだったのだろう。

　私が参りやすいように、氷雨は境内の掃除をした。邪魔な木々を払い、私を待ち続けた。

　でも私は就職が決まって、上京した。仕事にかまけて、一度も田舎に帰らないまま五年が経った。

　氷雨にとってその五年は、寂しさと後悔の日々だったのだろう。

　どうして声をかけなかったのか。自分という存在を私に知らせなかったのか。

　私の気まぐれひとつで参拝しなくなる──その可能性を考えなかったのか。

　失ってから気付いたから、私が久しぶりに参拝した時、氷雨は決めたのだろう。

　──今度こそ、間違えない、と。

「だから私に、幸福を与え続けていたの……？」

　静かに問いかけると、氷雨は黙って頷く。その姿は少しずつ、薄まっていた。

「そなたにとって我が必要な存在であれば、もう……捨てられることはない……。そう思ったのだ。いや……しかし、もう何年か持つつもりであったのだが。我が思うより……我の力は衰えていたようだな」

　ははは、と困ったように笑う。

　そんな氷雨の姿は、どんどん薄くなって、今にも消えようとしていた。

「ばか……だよ」

　私はそんな彼を抱きかかえたまま、呟く。やがて大きな声で、彼に訴えた。

「ばかだよ！　私は、そんなの要らなかった。氷雨と引き換えに得る幸福なんて欲しくなかったよ！」

　そう、いっそすがすがしいほど、氷雨はバカだ。

　でも彼が持つ寂しさや苦しみに気付かなかった私も、相当のバカだった。

　氷雨がくれるものを暢気に受け取っていた。彼の本当の気持ちを汲んであげられなかった。

「因果をねじまげた幸福よりも、氷雨が傍にいてくれることのほうが、ずっとずっと、嬉しかった。氷雨との毎日が、美味しいご飯が、尻尾をナデナデすることが、どんなに幸せだったか……私はそれだけでよかったの！」

　ぎゅっと氷雨を抱きしめる。

　お願いだから消えないで。私の傍から離れないで。

「やめてよ、消えるなんて。せっかく、せっかく……氷雨を好きになったのに」

　始まりは驚愕だった。

　押し切られるように『契り』を交わして、あれよあれよと結婚した。

　だからしばらくの間は実感が湧かなかった──それは正直な私の気持ちだ。

　でも、氷雨と共に暮らしていく中で、私の気持ちはだんだん変化していった。

　仕事中にふと、氷雨のことを考えるのが幸せで、会社から帰ってマンションのドアを開けたら、あたたかいごはんの匂いがするのが嬉しくて堪らなかった。

　氷雨の笑顔を見たら、仕事の疲れなんて吹っ飛んだ。

　尻尾や耳をもふもふする時間が楽しみで、明日も明後日も明明後日も、ずーっと氷雨が傍にいる。その現実が夢みたいな幸せだった。

　それがなくなるなんて。辛すぎる。

「なんでもするから……。私があげられるものはなんでもあげるから。お願いだから、消えないで。何か、何か方法はないの？」

　必死に訴えると、氷雨はふっと目を伏せた。

「ない……ことも、ない」

「あるのね!?　すぐに教えて！」

「心と体、両方の縁を強固にして、魂同士を繋ぐ。つまり、神秘な存在である我自身を捨てて、我の魂があやめの魂と共存できたら、消滅は防ぐことができよう」

「ご、ごめん、もうちょっとわかりやすく、説明してほしい」

「……性交した際に魂同士を繋げて、我がヒトと同然の存在になればよいということだ。そうすれば我は存在し続けられる。その代わり、神の力は一切使えない。無力な只人になる」

　私は拍子抜けした。

　なんだ──そんなことで、よかったんだ。

「じゃあ話は早いじゃない。今すぐ……その、えっちしたらいいってことね！」

「だ、だが、本当に我は無力になるぞ。幸福を与えるのはもちろん、そなたの思い描く情景を世界化することもできなくなる」

「そんな力いらないよ。それとも氷雨は、このまま神使として消えたいの？」

　少し強い口調で訊ねる。

　氷雨は目を大きく開いたあと、すぐさま首を横に振った。

「嫌だ……、消えたくない。力がない我でもいいのなら、あやめの傍に……ずっと、いたい」

　二千年、孤独だった氷雨。

　彼がすがるように手を上げ、私はその手をしっかりと握りしめる。

「──私ね、氷雨が、好きだよ」

　はっきりと自分の気持ちを口にする。

「優しくて大らかで好奇心旺盛で──私よりたくさん生きているはずなのに、どこか子供みたいな氷雨が、大好き」

　半透明になっている氷雨の唇に、キスをした。

　この思いが通じますようにと、ありったけの願いを込めた。

「私の肉体も心も魂も、ぜんぶ分けてあげるよ。氷雨、私の体を半分こしよう」

　そう言って、もう一度口づけた。

　縁を強固にするにはどうすればいいのか、私には具体的な方法はわからない。

　でも、私が氷雨を愛して、氷雨が私を愛してくれるなら、心はひとつになれる気がした。

　ちゅ、と音を立てて顔を上げると、半透明だった氷雨の姿が、元に戻っていた。

　心からホッとする。やっぱり、この方法で間違っていないのだ。

「あやめ……」

「氷雨、いつも通り……愛し合ったらいいんだよね？」

　彼に問いかけると、氷雨は小さく頷いた。

「ああ。あやめの心がこんなにも、近く感じる。もっと……感じさせてほしい。我の体をつなぎ止めてほしい」

　氷雨の腕が動いて、私を抱きしめる。

　そして、強く、痛いくらいに力を込めた。

「消えたくない……もう二度と、そなたと離れたくない！」

「私もだよ。氷雨……ずっといっしょにいよう。見返りがなくたって、不思議な力がなくたって、私は氷雨のことが大好きだよ」

　抱きしめあう。それはいつもしていることなのに、どうしてか今は、特別なことに感じられた。

「あやめ……っ」

　氷雨は私をかき抱いた。そして唇を重ねる。何度も何度も、酸欠に喘いでも尚足りないというかのように、口づけを続ける。

　そして私を抱き上げたかと思うと、そのままリビングに走り、ばふっとベッドに押し倒した。

　その衝撃で履いていたパンプスが脱げて、コン、とフローリングに落ちる。

　お互いにかきむしるように服を脱がせ合った。

　氷雨が私の頬に唇を当てて、そのまま首筋へと舌を辿らせる。

「ンッ……」

　途端にぴくんと反応する私の頬を、彼の柔らかな三角耳がふわふわと撫でていく。

　私はそんな彼の耳に手を伸ばし、さわさわと触った。

「ふ、う……っ」

　ぴくぴくと耳が揺れて、氷雨の頬が赤くなる。

　彼は、耳が弱いのだ。それを知っているからこそ、私は彼の情欲を煽るように耳を指でなぞる。

「氷雨……好き」

　耳元で囁くと、可愛い三角の耳がぴるっと震えた。

「あやめ」

　ため息をつくように氷雨が私の名を呟き、露わになった乳房に触れる。

「我も、好きだ。……愛している」

　大きく揉みしだき、乳房を中央へ寄せた。そして乳首をきゅっと摘まみ、熱い舌でぞろりと舐める。

「は、あ……っ！」

　れろれろと、いっそ下品にしゃぶられて、私のみだらな官能が一気に高まった。

　ぢゅうぅ、ちゅくっ。

　ふたつの乳首を同時に吸われ、私の体はビクビクと反応した。

「ん、あっ、ああっ」

　快感が針のように体を刺す。その刺激は甘美で、何にも代えがたかった。

「きもち、い……氷雨……私も……」

　愛してる。

　この気持ちがもっと、氷雨に届けばいい。

　彼が私の傍にいてくれるなら、他には何も要らない。

　私は氷雨に抱きついて、厚い胸板に口づける。

　頬ずりをすれば、とくとくと彼の心臓の音が聞こえて、ああ、生きていると、嬉しくなる。

「ずっと、隣にいて。私、いくらでもあなたをつなぎ止めるから」

　なんでもあげる。

　魂だって心だって、半分じゃなくて、全部あげてもいいくらい。

　毎日社に参拝する私を見て、氷雨が救われたみたいに。

　私だってあなたと出会えたことが、今では奇跡みたいに感じている。

「氷雨の作ってくれるごはんが好き。氷雨の優しい目が好き。氷雨のふわふわ尻尾が、私を呼ぶ声が……好き」

　全部、好きだ。

　相手が化け狐だろうが、関係ない。

　私は、優しくて時々意地悪でとても寂しがり屋な氷雨を好きになったんだ。

　それ以上でもなく、それ以下でもない。

　氷雨以外に欲しいものなんて、ない。

「我も、あやめが好きだ。気取らないそなたが、我を相手にしても自然体でいてくれるそなたが。そして、こんなにも強引に結婚へと至らせたのに、我を愛してくれる……優しいそなたが、大好きだ」

　はあ、と息を吐いて、氷雨の舌が腹を辿り、さらに下へと進んでいく。

　私の内ももを持ち上げて開き、その秘所に舌を這わせた。

「はっ、あ、ぁああっ！」

　頭の中でつんざくような快感が押し寄せる。腰がそわそわして、脚が震えて、体中が官能に歓喜している、

　じゅる、ちゅく。

　氷雨は両手で秘裂を割り、襞をめくって、執拗に嘗め尽くす。

「あっ、あっ、ああ、はっ」

　とても敏感な性感帯をとろとろした舌で愛撫されるのは、たまらないほど気持ちがいい。

　同時に下腹部がひどく疼いて、切なくなる。

　くぷっ、と音がして、たまらなくなったように蜜口から液が零れた。

　ああ、私──すごく感じてる。

　嬉しくて幸せで、でも物足りなくて、もっともっと氷雨が欲しくなる。

　自分がこんなに貪欲だったなんてと驚いてしまうほど、私は氷雨のすべてを求めていた。

「あンっ！　あ、氷雨……っ、もう」

　とろとろした蜜液を、あまさず舐め取る氷雨に、私は甘ったるい声を出す。

　氷雨はすするように蜜液を呑み込み、ちゅくっと音を立てて秘芽に吸い付いた。

「あぁああっ！」

　ビクン、と大きく自分の体が震えた。

　強すぎる快感に頭がまっしろになって、何も考えられなくなる。私の官能はたやすく、あっさりと頂点に上り詰めてしまった。

「あやめ……」

　氷雨は私の名を呟き、硬くした舌先でチロチロと秘芽を転がした。

「ダメッ、んっ、あ、また、イッちゃう……っ」

「いくらでも達するといい。我はそなたが高みに至る時の表情が、とても好きだ」

「いじ、わる……っ」

　私が切なく顔を歪ませるも、氷雨は愛撫を続ける。

　舌でぬらりと秘芽を舐め、人差し指で蜜口をクルクル撫でる。

「んっ、ンっ」

　私の体にある、小さな急所。快感の坩、性感帯。

　丁寧に、丁寧に愛撫され、果てた私の体は再び熱を持ち始める。

「はっ、は」

　自分の息づかいが荒くなり、ぎゅっとシーツを握りしめた。ひきつりそうなほど、脚にも力がこもっている。

「力を、抜くといい」

　私が力んでいるのに気付いた氷雨が、優しく言う。

「怖くない。我が傍にいるのだから」

「あ……ン」

　優しさを詰めたような氷雨の言葉に、私の体は従順に力を無くす。

　ちゅく、と音を立てて、氷雨は私の秘芽を舐めた。ちゅるっと吸い取り、蜜口に触れていた指は膣内に侵入していった。

「ふっ、あぁ、あ！」

　膣内で円を描くようにクルクルと動かし、氷雨は秘芽をはむっと甘噛みする。

　ビクビクと震える体。体中が歓喜し、心地よい性感に涙がにじむ。

　やがて氷雨の舌はゆっくりと動き、秘裂をなぞった。

　ちゅぷ、と指を抜いて、襞をめくり、くまなく舐める。

　ぞろぞろと蠢く。舌のざらざらした部分で撫でられて、私は官能にむせび啼く。

　やがてその舌は、膣内へと挿し込まれた。

「はっ……ン！」

　体がびくつく。腰が震える。

　膣内にねじ込まれた舌が、グリグリと動いた。たっぷりと唾液を出して、蜜口もじゅくじゅく舐められる。

「くっ、う、ンンッ！」

　氷雨の唾液でとろとろにふやけた秘芽を、くっと摘ままれた。

　私の体がピンとしなる。まるで痙攣を引き起こしたみたいに体の震えが止まらない。

「や、ぁ、……だめえ」

　こんな愛撫知らない。こんなにも愛されることがあるなんて知らない。

　氷雨が全力で教えてくれる。

　──私が、こんなにも愛されてるってこと。

　そして私は、まるで大きな波に浚われるように、官能の高みへと誘われる。

　衝撃的ではなく、激しさはなく。

　ただ呑み込まれるみたいに、大きな快感が私の身を焦がした。

「ん、ンー!!」

　ビクビクッと体が震える。

　再び達してしまった私は、くたりと体の力が抜けた。

　こんなにも簡単にイッちゃうなんて……氷雨にされるまで、一度もなかったのに。

　いや、それは当然なのかもしれない。

　彼が本当に好きだからこそ。愛してる人に愛撫されるのが幸せだからこそ、必要以上に感じてしまうのだろう。

「はあ、あやめ。……すまぬ。今は、うまく自制ができない」

　ぐ、と私の脚の間に割って入り、上にのしかかる氷雨が、余裕のない表情で謝罪を口にした。

　彼の唾液と私の蜜液でとろとろになった秘裂に、熱い楔があてがわれる。

　自制ができないとは、つまり、我慢できないということだ。

　はやくひとつになりたい。身も心も魂さえもひとつになりたい。

　彼のそんな気持ちが伝わって、私は氷雨の頬に両手を添えた。

「いいよ、来て。私も……ほしいから」

　氷雨の逸る気持ちは、私も同じだ。

　今はただ、ひとつになりたい。愛撫も甘い語らいも、今この時だけは無粋なのだ。

「あやめ……ああ、愛している……」

　とろけるような口づけを交わして、氷雨の楔がずくりと膣内に挿入された。

「ンッ……！」

　圧倒的な質量に私の体がビクつく。ズクズクと下半身に切なさを帯びて、何にも代えがたい快感が体中をめぐっていく。

　氷雨はそんな私を強く抱きしめて、尚も腰を進めた。

「は、は、はぅ、氷雨……っ」

　ぐりぐりと隘路を削られる感覚に腰が浮きそうになるが、ぐっと耐えて、代わりに彼を抱きしめた。

　この行為で彼の魂をつなぎ止められますようにと、願いを込めて。

　一度で足りないのなら、何度でもいい。

「……っ、く、あやめ……」

　何度も荒い息を繰り返す氷雨が、私に口づけた。私もそれを返し、尚も彼の挿入を許していく。

　やがて最奥まで至り、氷雨の腰が大きくグラインドした。

　そして休む間もなく腰が引かれ、再び穿つ。激しい抽挿が始まる。

「あっ、あ、あぁっ、はっ」

　がくがくと体が揺さぶられ、がんがんと腰を打つ衝動はひたすらに甘美な快感を孕んでいた。

　乱暴で、遠慮も何もない、力尽くの性交──。

　それなのに、こんなにも嬉しい。

　全力で自分を求められているのがとても嬉しい。

　互いを貪り合うような抽挿。氷雨が力強く腰を打ち、私は応える。

　はしたないとか、慎みなんて、今は必要ない。

　ただ彼を愛したい──私の気持ちはそれだけだった。

　ぎゅっと抱きしめ合って、腰だけを動かす性交は、まるでふたつの体がひとつになったようだった。

　ぐちゅぐちゅとみだらな音が部屋内に響き、ケモノのような息づかいを互いに吐いて。

　それでも私達は止まらない。

　行きつくところなんてない。果てに達しても尚、きっと止まれないだろう。

　氷雨が──欲しい。私の心に残る気持ちは、それだけだ。

「ああぁぁああっ」

　ビクビクと体が震え、頭の中が真っ白に染まる。

　──こんな風に、いとも簡単に達してしまうのも、あなただから。

　大好きって気持ちが昂ぶってたまらなくなるから、体も心も熱くなる。

「～～ッ、あやめ！」

　氷雨がたまらなくなったように私の名を呼んだ。そして彼の体も大きく震える。

　私と同時に達した氷雨は、その熱い楔から欲を迸らせる。

　それを確かに感じて──私の子宮が愛情を呑み込んでいく。

　少し力を失った氷雨に抱きつき、今度は私が力任せに彼を押し倒した。

　ばふっと、氷雨の背中がベッドに落ちる。

「氷雨……私も、愛したいよ」

　頬を撫で、唇を重ねる。

「ああ、あやめ。……嬉しい」

　ぎゅっと抱きしめられて嬉しくなる。彼の肉杭は果てても未だ熱を持ち、私の中でどくどくと脈うち、硬く、私を貫いている。

　私は氷雨の胸に手を当て、大きく腰を上げた。

「はっ……くっ」

　ズルッと杭を引きずり出して、隘路を擦る感覚に嬌声が上がる。

「あっ、あ、ンっ！」

　重力に任せて腰を下ろせば、膣内を突く生々しい楔の感覚に喘いだ。

「はっ、は、あっ、ひさめぇ……」

　はしたなく舌を出し、まるで自分自身をいじめるみたいに、彼の杭を自分の力で抽挿する。

　腰を動かす度にビリビリと電気のような快感が走って、あまりの気持ちよさに、体を動かすのが辛くなる。

　強すぎる官能を必死に耐えて、私は腰を上下させた。

「はっ、あ、あぁ、ひさめ、きもち、いっ……？」

　全ては、氷雨に感じてほしいから。

　私のこと、もっと大好きになってほしいから。

　絶対に消えたくない。そう決意を新たにするほど、私を欲してほしいから──。

「ああ……、あやめ。ああ、気持ちいい」

　ベッドに横たえて、氷雨は薄く微笑み、私の頬に触れる。

「愛しくて仕方がない。私のために頑張ってくれるあやめが、可愛くて……。我はもう、とっくに狂っている」

　そう言うなり、氷雨は私の腕をグイと引いた。

　胸が当たって、強く抱きしめられる。

　そして、私を上に乗せたまま、彼は腰を大きく上下させた。

　私の体がぽんとバウンドする。そのはずみで楔が抽挿され、私は衝撃的な快感に声を上げた。

「あぁああっ」

「……くっ、あ、あやめ……っ」

　私の体が跳ねる度、結合部でいやらしい水音が激しく鳴る。

　何度も、何度も。

　永遠に続いてほしいほど、快感は続く。腰の力なんてすでに抜けていて、私はいつの間にか、氷雨の突き上げに連動して腰が浮くような状態だった。

　それでも止まらない。

　私は体を起こして、氷雨の両手を自分の両手で繋いだ。

「はっ、あっ、見て……氷雨っ」

　体がはねる度、自分の胸が上下に揺れる。貫かれる性感に脚の力はすっかり抜けていて、だらしなくも大きく太ももを開いた状態だ。

　なんて──みだらな、私の姿。

　でも、これが私だから。氷雨のことが好きな私だから。

「愛しているの。私が氷雨が愛しているところ、ちゃんと、見て」

　荒く息を刻む氷雨が目を見開く。

　そして、嬉しそうにその目を細めた。

「ああ……、綺麗だ」

　そう呟き、彼はぐっと奥歯を噛みしめる。そして腰を揺らす力はいっそうの激しさを増した。

「あっ、あ、ああっ」

　いやらしく水音を鳴らしながら、互いに腰を動かし合う。

　上下に。時に、前後にスライドして。

　秘所を擦って、彼の杭を膣内で扱く。

「っ……ク」

　私の動きに感じたのか、氷雨も甘い喘ぎを上げた。私は嬉しくなって、いっそう抽挿を続ける。

　もっと、もっと感じて。

　ひとつになろう。

　身も心も、溶け合おう。

「はっ、あ、氷雨ぇ」

　彼の厚い胸板に両手を起き、ガクガクと腰を上下させて抽挿させる。

　限界は近い。それでも最後まで──止まりたくない。

　この快感を永遠にでも受け止めていたい。

「は、あ、あ！　ひさめ……わたし、もう……っ」

「ああ、共に……いこう。愛している」

　奪い合うような性交と、激しいキスを続けて。

　私達は申し合わせたように、同時に達した。

　それは今までにないほどの多幸感と満足感に溢れていて──。

「氷雨、大好き」

　ありったけの思いを込めて、私は氷雨を抱きしめた。

　氷雨の体は温かく、しっかりした質感を持っていて、私は彼がここにいるという奇跡に感謝する。

　だから、消えないで。私の傍にいて。

　氷雨は力強く私を抱きしめ、やがてどちらともなく唇を重ねる。

「我も……大好きだ」

　彼もまた、消えたくないと願っている。私を手放したくないと訴えるようにぎゅっと力を込めて、ふやけた唇に何度もキスを繰り返した。

　飽くなきほどに何度も行為を続けて、さすがに私はくたくたに疲れ果てた。

　──どうやら、少し眠っていたらしい。

　ふと目を醒ますと、いつのまにか部屋は暗くて、カーテンを開けっぱなしにしていた窓には、星空が見えていた。

「あ、あれ……？　今、何時？」

　もぞもぞ体を動かすと、ぎゅっと体を抱きしめられる。

「起きたか。今は──午後八時を過ぎたところだな。少し遅いが、軽く作るか？」

「今食べたら太りそうだから、我慢する……」

　そう呟いたところで、きゅうとお腹が鳴った。恥ずかしくなって俯くと、氷雨がクスクス笑って裸の私を抱きしめる。

「ならば、明日の朝餉はたっぷり作らねばな」

「ふふ、それは楽しみ。……ね、氷雨」

　顔を上げると、氷雨は暗闇でも尚きらめく琥珀の瞳を、私に向けた。

「もう、大丈夫──？」

　それだけが心配だった。ぎゅっと彼を抱きしめながら訪ねると、氷雨は優しく目を細めて微笑む。

「ああ、もう大丈夫だ。定期的にそなたと体を繋げて、魂の絆を深める必要はあるが、今すぐ消えることはなくなった」

「それなら……いつも通り、だね」

　氷雨が私を求めて、私が氷雨を求める限り、この絆は永遠だということ。

　ようやく私は安心して、氷雨の胸にすり寄った。

　でも、大事なことを思い出して、ハッと顔を上げる。

「も、もしかして、人間に近くなって力を失うということは、ふわふわ尻尾と耳もなくなっちゃうの……？」

　それは、悲しい。いや、氷雨が消えるより何百倍もマシだけど、私の重大な癒やしがなくなるのは切ない。

　私がどれだけ悲壮な顔をしていたのか、氷雨が目を丸くしたかと思うと、ぷっと噴き出した。

「大丈夫だ。我は、神使としての力を失っただけで、化け狐であることに変わりはない。ほら……この通り、そなたの好きな尻尾もあるだろう？」

　布団の中で尻尾を動かし、私の太もも柔らかく撫でた。

「……よかったあ……」

　心から安堵して、氷雨を抱きしめる。

　そうだ。私には因果をゆがめるような幸福も、不思議な力もいらない。

　氷雨がここにいるということが、私にとって、人生で最大の『奇跡』だったのだから。

「そういえば、我がこうして存在できるようになったら、やってみたいことがあるのだが、相談に乗ってくれるか？」

　ふいに氷雨に訊ねられて、私は首を傾げる。

「実は……その、仕事を探してみようと思うのだ。さすがに神使の力もなくただそなたに養われるというのも、男として面目が立たんのでな」

　ぽそぽそと、囁くように決意を口にする氷雨に、私は笑ってしまう。

　これからの生活をいろいろ考えてくれることが、嬉しかったのだ。

「いいね。その……妖怪のネットワーク的なものを利用するつもりなの？」

「そうだな。そなたとも相談しつつだが、少しずつでも、人の世に慣れていきたい。世間に溶け込むには、やはり仕事をするのが一番だと思うからな」

「確かに……社会勉強として、仕事をやってみるのはいいかもね」

　私が働いているような、休日出勤サービス残業当たり前なブラック企業はオススメできないけど、氷雨ならどんな業種でも上手に呑み込んでやっていけそうな気がする。

「それに……これも男子としての意地かもしれないが、けじめはつけておきたいのだ。さすがに『アレ』をするのに、そなたの経済力をあてにするのは恰好がつかんからな」

「どういうこと？」

　けじめとか、アレとか、なんだろう？

　私が疑問を投げかけると、氷雨は少し照れた顔をして、私の額を撫でた。

「──結婚式、だ」

「あ……」

　私がほんの少し、心残りに思っていたことだ。

　単なる体裁かもしれないけど、一生に一度の晴れ舞台。それなりに憧れていた。

　氷雨は私の唇を親指でなぞって、優しく微笑む。

「そなたの白無垢姿は何よりも美しいだろう。──やはり、この目にしかと焼き付けておきたい」

「に、似合うといいけど……。でも、嬉しい」

　私が心からの気持ちを口にすると、氷雨は幸せそうな顔をして、私の唇にキスをした。

「きっと我らの結婚式は、澄み渡る青空に、恵みのような雨が降るだろう」

　その情景を想像するように、氷雨がゆっくりと目を閉じた。

　それに釣られて、私も目を閉じる。

　綺麗な青空の中、柔らかくも優しい雨が降る。その中を歩く、婚礼衣装の私と氷雨。その情景を想像したら、心が喜びでいっぱいになった。

「まさに狐の嫁入り、だね」

「我は力こそ無くしたが、神もそれくらいの祝福はしてくれるだろう。きっと」

　祀るべき神を失った、古ぼけた社の神使。

　寂しがり屋な彼の選んだ道を、私も祝ってほしいと思う。

　氷雨の胸に耳を当てると、トクトクと暖かな心の音がした。

　優しい氷雨の腕の中で、私は心地よい眠気に微睡み始める。

　幻でも、期間限定の幸福でもない、確かに彼がいるという感触。これからもずっと続く日常に幸せを感じながら、私は、ゆっくりと眠りに落ちた。
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　私と氷雨だけの、ちょっとした騒動から一週間。

　私は今日も今日とて、ブラックじみた会社で怒濤の如く仕事を片付けていた。

　氷雨の『ご利益』がなくなって、私の職場環境はほんの少し、変わった。……といっても、それは悪くなったのではなく、元に戻っただけなのだろう。

　運よく受注することはほとんどなくなった。でも、地道にプレゼンを頑張ったり見積書を何度も見直したり、取引先が妥協する範囲に持ち込むよう努力を重ねて、それなりの数字は稼いでいる。

　何事も『ズル』はよくない。『ズル』で得た成功は、私がつかみ取ったものじゃないのだ。

　それは仕事のみならず、人生において大切な真実のひとつだと思う。そのことを再確認できただけでも、私は氷雨に感謝したい気持ちだ。

　さて、本日は三日ぶりに徹夜から解放されて、気分も晴れやかである。

　それ以上に、今日は氷雨にとって特別な日でもあるので、ルンルンと踊り出してしまいそうだ。

　今日こそ、定時に帰るぞ！　なんとしても帰るぞ！　絶対帰るぞ！

　いつもいつも、帰りが遅い私のために、甲斐甲斐しく家事をしてくれる氷雨。だが！　私だってそれなりに出来るんだぞってところを見せたい。

　何より、今日は氷雨にとって新しいスタートの日だ。

　つまりはお祝いがしたいのである。私の、手料理……で！

　そんなわけで私はかつてないスピードと確実性を持って仕事を片付け（同僚に『あなたの背中に修羅が見えるよ』と言われた。どういう意味だ）、しっかり定時に会社を出ると、スーパーで買い物を済ませて超特急でマンションに戻ったのだった。

　午後、六時半。

　私が料理に四苦八苦している頃、カチャッと玄関ドアの開く音がした。

　私はおたま片手にドタドタと玄関に向かって走る。

「おかえり～!!」

「た、ただいま」

　私の熱烈な出迎えに、ちょっとびっくりした様子の氷雨。

　彼はビジネススーツ姿で、尻尾も耳も引っ込めている。髪も短く、日本人らしい黒に染まっていたが、目だけは綺麗な琥珀色だった。

　私は氷雨の姿を見て、ビリリッと背中に雷が落ちたような感覚に陥る。

「ど、どうした？　おたま片手にぼうっとして。もしかして、我の姿がおかしいのか？　ちゃんと人間らしいなりにしてみたつもりだが……」

　自分の袖を見たり、髪をいじったりする氷雨。

　だが、私はそれどころではない。

「ビジネススーツ姿の氷雨……超かっこいい……！」

　朝は拝めなかったのだ！　私のほうが先に出勤したし、その時の氷雨はいつも通りの化け狐の姿で、おいしい朝ごはんを作ってくれた。

　まさかこんなにも破壊力抜群の姿になるとは思ってもみなかったのだ。

「に、似合うということか？」

「もちろん！　すっごく似合ってるし、短い黒髪も似合ってるし、すごく格好いいし、びっくりしちゃったよ！」

　ひとしきり氷雨を褒めちぎってから、私はハッとして青ざめる。

「やばい。こんなに恰好よかったら、絶対職場で人気出るよね？　イケメンすぎるもん。女の子、放っておかないよね？　どうしよう。首輪つけとくべき？」

　氷雨は私のものなのだ。絶対に渡さん。でもでも、すごく綺麗な美人とかいたらどうしよう。氷雨だって男だ。それなりに目移りする事もあるのではないか……。

「ということは、私がもっと頑張って、美を追究しなくてはいけないのね。ううっ、夜のパック、一日増やそう。それからダイエットもして、お化粧もがんばって……」

「何を心配しているのかわからんが。我としては、それ以上あやめが綺麗になっては困る。ただでさえ、男性の多い職場なのだろう？　我以外の男がそなたを見るというのは、いささか我慢ならぬところがある。これ以上魅力的にならないでくれ、あやめ」

「ひ、氷雨……」

　なんて優しい人なんだ……。かつて干物女道まっしぐらだった私に、そんな言葉をかけてくれたのは、氷雨しかいないよ。

「我は嫉妬深いのだからな。あやめは我のものであるということを、ちゃんと自覚せよ」

　そう言って、氷雨は私の唇にちゅっと軽く口づける。

「ううっ!?」

　黒髪で琥珀の瞳のイケメン氷雨は、普段の雰囲気とまた違っていて。

　新鮮すぎて、恥ずかしい……。でも、私と氷雨、まったく同じことを考えていたんだな。お互いに嫉妬深くて、なんとも笑ってしまう。

「首輪とは言わないが、我とそなたにはコレがある。一目瞭然であろう？」

　そう言って、氷雨は左手を差し出した。その薬指には銀色に光る指輪が嵌まっている。

　もちろん、同じデザインの指輪を私も嵌めていた。

　──この指輪は、一週間前。氷雨が神様の力を手放す直前、最後の力で作り出したものだ。

　いつか私と結婚した時に贈ろうと、ずっと昔からデザインを考え、少しずつ力を溜めて作成していた一品らしい。勿論、指輪自体に不思議な力はないけれど、この世に存在しない金属で作られているのだとか。

　氷雨の、最後の不思議な力。それがこうやって形になって、約束の指輪として残ったのは嬉しい。

「今日は初出勤だったんでしょ？　だからね、ごはん作ったんだよ。お祝いってほどじゃないし、その……正直、期待もしないでほしいんだけど……」

　段々と声が尻すぼみになっていく。

　料理をしていてつくづく思った。私は──すごく、不器用なのだと。

　料理初心者だという自覚はしていたので、まぜるだけで作れるもの、炒めるだけのものと、簡単料理にしてみたのだが、その簡単すら、私にはハードルが高かった。

　よろよろしながら廊下を歩き、リビングに入る。

　テーブルには、私が作った料理が並んでいた。

「おお、おいしそうだ」

「えっ、本当？」

　振り向くと、氷雨がニッコリと微笑む。その姿はいつの間にか、いつもの化け狐に戻っていた。

「頑張って作ってくれたのだな。嬉しいぞ」

　優しく頭を撫でられて、つい、へにゃっと顔がゆるんでしまう。

　つくづく私は、氷雨にめろめろである。

「スープ入れてくるね。これも缶詰のスープで、牛乳足して温めるだけのやつだけど……」

　言い訳しつつも、缶詰のスープは高級なものを選んだ。きっとおいしいはずだ。

　普段の氷雨の料理とは比べものにならない、なんとも残念な見た目になってしまったが、私と氷雨はテーブルにつき、手を合わせる。

「いただきます」

　こうやって、一緒にごはんを食べられるのが、とても嬉しい。

　小さな幸せのひとつひとつが、私にとっては大切なもの。幸福感を噛みしめて、私はスープを飲む。

「おお、まろやかでうまいな。海鮮のダシがよく効いている」

「へへ、クラムチャウダーだよ。私、これが好きなの」

「ふむふむ、ならば我も負けてはいられない。あとで、作り方を調べておこう」

　どうやら氷雨は手作りでクラムチャウダーを作る気らしい。すごいな。私は缶詰が美味しかったら缶詰でいいやって思う方だけど、思考回路からして違うのだろう。

　でも、氷雨の作るクラムチャウダーは間違いなく美味しいだろう。今から楽しみだ。

「初仕事、どうだった？　えっと、弁護士のお手伝いをするんだよね？」

「ああ。弁護の仕事のほか、このあたりに棲む神や妖怪の相談所のようなところでな。知り合いの妖怪に紹介してもらったのだが、なかなか楽しそうな職場だ」

　……世の中、広いなあ。化け狐の氷雨だけでも驚きなのに、他にもいるんだよね。氷雨みたいな存在が。

　氷雨が籍を取れたのも、生活力を学んだのも、全て、謎に包まれた妖怪ネットワークのおかげだ。氷雨の職場となった弁護士事務所も関わっているらしい。

「じゃあやっぱり、弁護士も妖怪か何かなの？」

「うむ。存在としては妖怪の部類に入るが、ほぼ神といっていい。サトリ、と言うのだ」

「へ～、サトリさんね」

　妖怪には詳しくないけど、弁護士ができるくらいだから、すごいのだろう。

「仕事内容も充実しているし、やりがいも多くありそうだ。これから貯金していくので気の長い話だと思うが、来年には結婚式を挙げたい。それまで、待ってくれるか？」

「当たり前だよ！　すごく楽しみにしてるね」

　スパゲティを食べながら私が言うと、氷雨はニッコリ嬉しそうに微笑んだ。

「あやめの作った料理はとても美味しいな。温かくて、心に馴染んでいく感じがする」

「そ、そんな褒められるようなものじゃないよ～！」

　私は慌てて手を横に振った。だってスパゲティも茹でただけだし、その上に缶詰のミートソースをかけただけだし。

「サラダも、カット野菜を適当に盛っただけで、自分でも情けないくらいなんだけどね」

　小学生でも作れるような簡単調理だ。しかし、缶詰を温めすぎて指先をヤケドするわ、サラダにドレッシングをかけすぎてしょっぱくなるわ、散々である。

「やっぱり、もうちょっとお料理が出来るようになりたいなあ」

　ぼそっと呟くと、スープを飲んでいた氷雨が私に顔を向けた。

「ならば、今度の休みにでも、一緒に料理をしないか？」

「あ、いいね！　一緒に作るの、やってみたい！」

　パッと顔を上げると、氷雨は頷いた。

「だが、我の教えは厳しいぞ。うまくできなかったら、そうだな……罰ゲームとやらを実施してもいいかもしれぬな。逆にうまくできたら、ごほうびをやろう」

「それはやりがいがあるような……！　って、罰ゲームはどんなことするの？」

「うーむ……そうだな。あのオモチャで遊ばせてもらおうか。他にもあったからな」

　ビシッと私の体が固まる。ちなみにあのラブグッズはまだ残してある。……というか、私が潔く捨てようとしたら氷雨に全力で阻止された。

　やっ、やっぱり、味をしめている！　ほんと、あのグッズを最初に捨てなかった私は愚かの極みである!!

「じ、じゃあ、ごほうびは？」

「あやめが使ってほしいオモチャで存分に責めてやろう」

「どっちにしても私にとっては罰ゲームのような気がしてならないんだけど!?」

　思わず叫ぶと、氷雨は明るく笑った。

「いや、アレはなかなか癖になる。我もそなたを充分に愛することができるし、一石二鳥だ」

「うう……」

　赤面ものである。

　私は大人しく椅子に座り直すと、力なくパスタを食べた。

　氷雨という夫ができたから晴れてオモチャ卒業じゃ！　と思っていたけれど、まだまだ長いつきあいになりそうである。

「ふふ」

　私が微妙に凹んでいると、向かいで氷雨が小さく笑った。顔を上げると、彼は穏やかな目をしながら、私を見つめていた。

「幸せだな」

　しみじみと、言葉を口にする。

　この幸せが奇跡であるように。得がたい宝物であるように。氷雨はゆっくり目を閉じた。

「この幸せがずっと続くのかと思うと、夢のようだ」

「……夢じゃないよ」

　私ははっきりと口にする。氷雨が不思議そうな顔をした。

「ここに氷雨がいること。それは、私と氷雨が力尽くで奇跡をたぐり寄せた結果なの。だからこれは現実。……もう、夢になんて、させないよ」

　私はフォークを持つ手に力を込めて、言った。

　そう、これは現実だから。嬉しいことはもちろんだけど、きっと辛いことや悲しいこともあるだろう。時には喧嘩をすることもあるだろう。

　でも、私と氷雨ならきっと乗り越えられる。すべてを分かち合えるはず。

　愛しているという心と言葉。お互いを信頼し、協力していけば、越えられない試練なんてないはずだ。

　現実というのは、そういうこと。

　夢は優しいだけだ。──でも、私は決めたんだ。

　人生を、氷雨と共に歩んでいくこと。

「だから、私がしわしわのおばあちゃんになっても……愛してね」

　口に出すと恥ずかしくなって、照れ笑いで言葉を口にした。

　氷雨は少し驚いた表情をしたあと、とんでもなく優しい笑みを浮かべる。

「ああ、もちろんだ。そなたの人生には、常に我が傍にいる。きっとそなたは、とても可愛らしく歳を取るのだろう。楽しみだな」

「い、いや、おばあちゃんになるのを楽しみにされても困るんだけど！」

　私が慌ててツッコミを入れると、氷雨は声を立てて楽しそうに笑った。

　それは当たり前のようにある、ささやかで温かい食卓の時間。

　私と氷雨が手に入れた──幸せだ。







あとがき








　はじめましての方も、そうでない方も、こんにちは。桔き梗きょう楓かえでです。

　このたび、濃蜜ラブルージュ様よりお話を書かせて頂きました。ロマンティックなシーンに一際力を入れてみましたが、いかがでしたでしょうか。

　個人的にはラブグッズを使ったいちゃラブシーンが気に入っております。

　ヒロインのお相手がまさかの化け狐という、あやかしラブですが、相手が人外だからこその一途さというか、互いの唯一感がとても好きです。

　狐顔なので意地悪そうな見た目をしているのに、中身はとても献身的で犬属性な氷雨はいかがでしたでしょうか。

　書きながら思っていましたが、家事できる男性って素敵ですよね。

　家に帰ったら温かいお料理が待っていて、日なたの匂いのする洗濯物に心がほっこりして。

　私もそんな人生を歩んでみたかった……！

　そんな願望も多少乗せつつ、ワーカーホリックなヒロインを書きましたが、彼女も彼女で、さっぱりした性格が気に入っています。

　ふたり仲よく、ずっと生きていけたらいいですね。そのうち子供もできて、温かい家庭を作り上げていそうです。

　現代のあやかしラブもいいですが、ファンタジックな世界での獣人ラブもいいですよね。

　いつか書きたいです！

　それでは、またどこかの物語で出会えますように。
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